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豊作を願って
家族が見守る中、 5月の連休に中野地区では、田植えが行われました。

昨年が不作だったことから今年は豊作になるようにと願いをこめて。

（中野 曽根さんの水田）

令月号の主な内容
ヽ

町民のうごき
＝町報＝

慢みんなのための保健福祉サービス ・・・ 2

唖「胃がん」 40歳を過ぎたらご注意・,.4 
衝風の博物館ンヽ リーズII「風と生命」 ... 6 
*ム ンヽ歯 0の子は12人・・・・・・・・・・・・・..7 

屯高齢運転者のみなさんへ.........9 

浸年金だよ り・・・........................9 
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慢お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・20

＝農林だより ＝

慢第46回JA肱川通常総会・・・・・・・・・12

層税金なんて恐しヽくなしヽ・・・・・・・・・・・・13

慢農業改良資金のあらま し・・・・・-・• ・14 
0今月 の農作業・・・ ・ ・・・・・ ・・・ ・ ・・ ・・・ ・・・ ・・ •15

＝公民館報＝

層花づく りに挑戦....・・・・・・・・・・・・・・・ ・・16

層いよいよ開幕ナイターソフト • •• 17

漫ASKA青年団だより・・・・・・・・・ ・・:19

人口 3,4 1 1人 (+.5)

男 1,6 5 5人(+1) 

女 1,7 5 6人 (+4)

世帯数 1, 0 1 5牒 (+5)

（平成6年4月30日現在）
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サ-ビ
福祉計画を策定一

屎

〔
は
じ
め
に
〕

国
は
、
二
十
一
世
紀
の
本
格
的
な

高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、
在
宅
福
祉

を
中
心
と
す
る
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
大
幅
な
拡
充
を
図
る
た
め
「
高
齢

者
保
健
福
祉
推
進
十
か
年
戦
略
」
を

策
定
し
て
お
り
ま
す
。

当
町
に
お
い
て
も
、
国
の
施
策
に

合
せ
て
平
成
六
年
一
月
「
肱
川
町
老

人
保
健
福
祉
計
画
」
を
策
定
い
た
し

ま
し
た
。

（
計
画
の
趣
旨
）

当
町
の
高
齢
者
人
口
は
、
平
成
四

年
三
月
現
在
二
四
・
一
％
と
既
に
超

高
齢
化
社
会
に
入
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
に
お
い
て
も
高
齢
化
は
進
行
し

七
十
五
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
も
又

大
幅
に
増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す。”
そ
れ
に
よ
り
、
元
気
老
人
と
共
に

（人
口
構
成
）

平
成
四
年
三
月
の
人
口
は
三
千
四

百
八
十
四
人
で
、
昭
和
五
十
五
年
の

四
千
十
一
人
に
比
ベ
ニ
―
-
•
一
％
減

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
六
十
五
歳

以
上
の
人
口
は
、
平
成
四
年
の
三
月

が
八
百
三
十
八
人
で
昭
和
五
十
五
年

〔
高
齢
者
を
取
り
ま
く
現
状

と
将
来
]

寝
た
き
り
や
痴
呆
症
な
ど
の
社
会
的

援
助
を
必
要
と
す
る
老
人
も
増
え
て

い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ

で
、
そ
う
し
た
人
た
ち
に
と
っ
て
も

真
に
長
生
ぎ
を
喜
べ
る
社
会
に
す
る

た
め
に
は
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
が

「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
で
も
」必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
保
健
と
福
祉
の
一
体
的

な
諸
施
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

又
、
高
齢
者
の
自
立
を
支
援
し
、

社
会
で
支
え
る
と
い
う
地
域
福
祉
の

充
実
に
向
け
て
、
地
域
住
民
の
連
帯

感
を
高
め
、
共
に
暮
し
、
共
に
助
け

合
う
人
生
八
十
年
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
社
会
、
ソ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
こ
の
よ
う
に
本
格

的
な
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
伴
う
多

く
の
課
題
に
対
処
し
、
連
携
の
と
れ

た
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制

の
確
立
を
図
る
た
め
、
事
業
量
の
整

備
目
標
や
具
体
的
な
推
進
体
制
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て
策
定
さ
れ

た
も
の
で
す
。

計
画
目
標
年
次
は
、
平
成
十
一
年

度
で
す
。

の
六
百
三
十
九
人
と
比
べ
三
一

％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
が
平
成
十
二
年
に
な
る
と
、

人
口
三
千
百
十
五
人
、
六
十
五
歳
以

上
の
人
口
は
九
百
五
十
五
人
で
高
齢

者
比
率
三

O・
七
％
で
三
人
に
一
人

が
高
齢
者
と
な
り
ま
す
。
又
、
七
十

五
歳
以
上
の
人
口
も
四
百
二
十
九
人

で
一
三
・
八
％
と
な
る
見
込
み
で
す
。

（
要
援
護
老
人
）

寝
た
き
り
、
痴
呆
、
虚
弱
、
障
害

な
ど
で
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者

は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

在
宅
寝
た
ぎ
り
の
方
は
、
平
成
四

年
の
三
月
が
二
十
四
人
、
痴
呆
性
の

方
十
二
人
、
虚
弱
の
方
は
六
十
人
で

す。
そ
の
他
施
設
へ
入
所
さ
れ
て
い
る

方
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
八
人
、

養
護
老
人
ホ
ー
ム
七
人
と
な
っ
て
お

り
、
要
援
護
老
人
の
割
合
は
高
齢
者

の
一
三
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
が
平
成
十

二
年
に
な
る
と
寝

た
き
り
の
方
三
十
人
、
痴
呆
性
の
方

五
十
八
人
、
虚
弱
の
方
七
十
三
人
、

施
設
入
所
者
二
十
七
人
で
高
齢
者
の

一
九
％
の
方
が
何
ら
か
の
援
護
を
必

要
と
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
高
齢
者
の
居
る
世
帯
）

高
齢
者
の
居
る
世
帯
は
、
平
成
四

年
三
月
現
在
六
百
二
十
七
世
帯
で
、

全
世
帯
の
六
ニ
・
四
％
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
又
、
高
齢
者
の
一
人
暮
し

は
八
十
四
世
帯
、
高
齢
者
だ
け
の
世

帯
は
百
二
十
一
世
帯
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。人
口
の
減
少
は
著
し
く
て
も
、
世

帯
数
は
ほ
ぽ
横
這
い
で
あ
り
、
一
世

帯
平
均
人
数
は
一
―
―•
四
八
人
と
少
な

く
な
っ
て
お
り
、
家
庭
介
護
力
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

〔
保
健
福
祉
サ
ー
ピ
ス
の
現

状
と
将
来
〕

平
成
四
年
度
に
道
野
尾
地
区
に
福

祉
ゾ
ー
ソ
を
設
定
、
高
齢
者
生
活
福

祉
セ
ソ
タ
ー
、
保
育
所
、
公
営
住
宅

を
整
備
し
、
幼
．
壮
・
老
交
流
の
場

づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
当
町
の
当
面
の
保
健
福
祉
拠
点
施

設
は
一
応
完
了
し
た
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
一
方
、
行
政
組
織
も
平
成
五
年
四

月
の
機
構
改
革
に
よ
り
、
保
健
部
門

と
福
祉
部
門
の
一
休
化
と
社
会
福
祉

協
議
会
と
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
し

こ。f
 尚
、
こ
れ
か
ら
の
福
祉
は
施
設
福

祉
か
ら
在
宅
福
祉
重
視
へ
と
変
わ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

（
在
宅
福
祉
）

0

ホ
ー
ム
ヘ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス

日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
高
齢
者

の
居
る
家
庭
に
対
し
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
を
派
遣
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
も
の
で
、
平
成
四
年
度
は
二
人

の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
五
十
六
世
帯

に
対
し
、
千
八
百
十
八
時
間
の
訪
問

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

内
容
は
主
に
家
事
援
助
で
す
。

0

デ
イ
サ
ー
ビ

ス

在
宅
の
寝
た
き
り
や
虚
弱
の
老
人

を
対
象
に
リ
フ
ト
付
き
バ
ス
等
で
、

0

そ
の
他
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業
、

一
人
暮
し
老
人
等
緊
急
通
報
、ソス

テ

ム
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
拡
充
に
つ

い
て
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
保
健
サ
ー
ピ
ス
）

高
齢
者
に
と
り
不
安
な
こ
と
は
、

寝
た
き
り
と
痴
呆
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。寝
た
き
り
や
痴
呆
の
最
大
の
原
因

は
脳
血
管
障
害
で
あ
り
、
そ
の
元
を

た
ど
れ
ば
高
血
圧
症
と
言
わ
れ
て
お

福祉サービスの実施目標

項 目 平成11年度 平成4年度

ホームヘルプ 時間 時間

サービス 7,072 1,818 

日

デイ サービス 2,496 

日 日

ショートステイ 1,596 30 

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ソ
タ
ー
に
送
迎

し
、
入
浴
・
給
食
•
生
活
指
導
等
の

各
種
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
も
の
で
、
平

成
六
年
一
月
は
利
用
実
人
員
百
七
十

七
人
、
月
延
人
員
三
百
二
十
一
人
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

0

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

寝
た
き
り
老
人
等
を
介
護
者
に
代

っ

て
一
時
的
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
預
る
も
の
で
、
平
成
六
年
四
月
の

登
録
者
は
九
人
で
、
一
人
当
た
り

一

回
七
日
以
内
で
、
年
六
回
利
用
で
き

る
も
の
で
す
。
冠
婚
葬
祭
、
介
護
疲

れ
、
旅
行
等
に
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。
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保健サービスの実施目標

臨 園 饂麟

区 分 平成11年度 平成 4年度

（老人保健事業）
・健康教育 24回 22回
・健康相談 80回 67回
・健康診査
一般受診率 50.0% 40.0% 
がん検診率
胃がん

30.0i % 17.5［ 忍% 乳がん 30•. o 13.1 
子宮がん 35.0 30.3 
肺がん 30.0 13 5 
大腸がん 30 0 13.3 

．訪問指導員 90人 1,134時時間間 123人（延13)
．訪問看護 12人 1,123

り
ま
す
。

現
在
実
施
し
て
い
る
健
康
教
育
、

健
康
相
談
、
健
康
診
査
は
そ
の
予
防

の
三
本
柱
と
も
い
え
ま
す
。
し
か
し

現
実
に
は
、
健
康
教
育
、
健
康
相
談

へ
の
参
加
者
は
少
な
く
、
健
康
診
査

の
受
診
率
が
低
い
の
が
実
状
で
す
。

] 

品⑨た麟
低囮梱紐
一肱川町老人保健

今
後
は
、
自
分
の
健
康
は
自
分
で

守
る
と
い
う
意
識
の
高
揚
と
早
期
発

見
、
早
期
治
療
の
た
め
の
受
診
率
ア
ッ

プ
、
受
診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
等
の
推
進

を
課
題
と
し
て
お
り
ま
す
。

又
、
機
能
回
復
訓
練
、
訪
問
指
導

の
創
設
、
充
実
も
図
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

[
施
設
の
現
状
と
将
来
]

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

大
洲
市
・
喜
多
郡
五
町
村
で
構
成

す
る
一
部
事
務
組
合
に
加
入
、
町
内

に
施
設
は
無
く
、
九
人
の
方
が
町
外

の
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
部
事
務
組
合
の
施
設
は
三
施
設

で
定
員
は
百
五
十
人
で
す
。

平
成
十
一
年
度
の
入
所
予
想
者
は

二
十
人
で
す
が
、
現
在
具
体
的
な
施

設
整
備
の
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
将
来
は
各
市
町
村
へ
の
設
置

が
必
要
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
そ
の
他
の
施
設
）

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
比
較
的
健
康

な
老
人
が
入
所
対
象
で
あ
り
、
今
後

は
在
宅
福
祉
の
推
進
に
よ
り
増
加
は

見
込
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
施
設
も
既

存
の
町
外
施
設
に
依
存
す
る
こ
と
と

一部事務組合施設

（特別養護老人ホーム）

施設名 定員 所在地

神南荘 50 人 五十崎町

みどり苑 50 内子町

とみす寮 50 大洲市

計 150 

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー
）

当
町
に
は
現
在
三
人
の
ホ
ー
ム
へ

ル
バ
ー
が
配
置
さ
れ
、
そ
の
内
二
人

が
家
庭
訪
問
を
し
て
お
り
ま
す
。

将
来
は
、
前
述
し
た
と
お
り
在
宅

福
祉
の
柱
の
―
つ
で
あ
り
、
対
象
者

の
増
加
と
共
に
質
の
向
上
も
図
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
平
成
十

一
年
度
ま
で
に
は
、
六
人
に
倍
増
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

（
保
健
婦
、
理
学
療
法
士
）

健
康
教
育
、
訪
問
指
導
、
成
人
病

検
診
等
対
人
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
保
健
婦
は
、
今
後
も
寝
た

き
り
防
止
等
重
要
な
役
割
を
も
っ
て

お
り
、
一
人
の
増
員
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

又
、
身
体
に
障
害
が
生
じ
た
場
合
、

機
能
回
復
訓
練
に
よ
り
、
社
会
生
活

へ
の
復
帰
を
容
易
に
さ
せ
る
た
め
、

理
学
療
法
士
の
配
置
も
考
え
て
お
り

ま
す
。

（
施
設
職
員
）

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ソ
タ
ー
の
職

員
は
現
在
八
人
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

を
除
く
。
）
で
、
今
後
、
デ
イ
サ
ー

〔
マ
ン
パ
ワ
ー
の
現
状
と

将
来
〕

な
り
ま
す
。

当
町
に
は
、
保
健
セ
ソ
タ
ー
及
び

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ソ
タ
ー
「
肱
流

苑
」
及
び
在
宅
介
護
支
援
セ
ソ
タ
ー

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
一
応
の
保
健

福
祉
施
設
は
整
っ
た
と
見
る
べ
き
で

あ
り
、
今
後
は
施
設
の
運
営
面
の
充

実
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
計
画
で
は
、
以
上
の
他
保
健

医
療
、
福
祉
の
連
携
、
地
域
福
祉
基

金
の
活
用
、
高
齢
者
向
住
宅
の
整
備

高
齢
者
に
配
慮
し
た
公
共
施
設
の
整

備
等
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
の
配
慮

〔
お
わ
り
に
]

ビ
ス
の
充
実
、
寝
た
ぎ
り
者
に
対
す

る
訪
問
入
浴
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ソ

タ
ー
の
充
実
等
を
考
慮
し
て
十
三
人

に
増
員
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

保
健
福
祉
に
関
す
る
各
種
相
談
の

窓
口
と
し
て
在
宅
介
護
支
援
セ
ソ
タ
ー

が
設
箇
さ
れ
、
又
、

．役
場
の
保
健
、

福
祉
部
門
も
保
健
セ
ソ
タ
ー
に
事
務

所
を
統
合
、
窓
口
の
一
本
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
職
員
の
資
質
向
上
と
共

に
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
普
及
啓
発
、
手

続
き
の
簡
素
化
を
一
層
推
進
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

〔
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
容
易
に

す
る
た
め
に
]

マンパワーの確保目標 （在宅関係）

............................... 

保健福祉

サーピスの窓口

●肱川町保健センター

TEL 34-2340 

●肱川町在宅介護

支援センター

TEL 34-3391 

すべき点を述べていますが、考

えなければならないのは、高齢

化の問題は特定の人だけの問題

ではなく、誰もが、いずれは老

年期を迎え、さまざまな保健福

祉サービスを必要とするように

なるということです。

この計画を推進し、目標を達

成するためには、町民一人ひと

りが保健福祉について関心と理

解を深め、自らの問題としてと

らえ、自らも参加していくとい

うことが大切となります。そう

することにより、肱川町が老後

も明る＜安心して過ごせる町に

なるといえるでしょう。

項目
平成11年度 平成 4年度

数値 内 容 数値 内 容

1ホームヘルパー 6人 寝たきり老人 18 人 3人 寝たきり老人 14 人

痴呆性老人 5 痴呆性老人

虚弱老人 22 虚弱老人 18 

2保健婦 3 新たに必要と 1 2 

される保健婦数

3理学療法士 1 新たに必要と 1 

゜される理学療法士

4施設職員 13 ・施設長 1 8 事務主任 I 

（兼1) デイサービス （兼2) ・デイサーピス

生活指導貝 1 生活指母員 I 

寮母 3 寮母 1 

運転手 I 運転手 I 

看護婦 2 調理貝 I 

調理員 1 居住部門

・居住部門 生活援助貝 1 

生活援助貝 1 管理人 1 

管理人 1 在宅介護支援セソター

•在宅介護支援セソクー 看護婦 1 

看護婦 I 保健婦（兼） I 

保健婦（兼） 1 ホームヘルバー（兼） 1 

ソーシャルワーカー

1 

計 23 13 
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図 1

咬゚

胃がんで入院した患者さんの年齢分布

825 

500 

計2852人

20 30 40 50 60 70 80 歳

胃がんと診断され、入院した患者さんを年齢別に見ると、

40歳代で急に増加しているのがわかる。

〈
四
十
歳
代
か
ら
増
え
る
胃
が
ん
〉

日
本
人
の
か
か
る
が
ん
の
中
で
は

胃
が
ん
が
最
も
多
く
、
死
亡
す
る
人

も
最
近
ま
で
は
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い

ま
し
た
。

胃
が
ん
は
、

他
の
が
ん
に
比
べ
罹

患
率
の
高
さ
の
割
に
は
、
死
亡
率
が

低
い
と
い
う
面
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
検
診
の
普
及
や
検
査
技
術
の
進
歩

で
、
早
期
に
発
見
さ
れ
や
す
く
な

っ

た
こ
と
も
大
き
な
原
因
で
す
。

図
ー
の
よ
う
に
、
胃
が
ん
の
患
者

さ
ん
は
、
五
十
ー
六
十
歳
代
が
ピ
ー

ク
で
す
が
、

四
十
歳
以
上
に
な
る
と

急
速
に
増
え

て
く
る
の

で
、
早
期
発

見
に
は
四
十
歳
代
か
ら
の
定
期
検
診

が
大
切
で
す
。

〈
胃
の
粘
膜
は
加
齢
と
と
も
に
変
化

す
る
〉

年
を
と
る
と
、
体
の
さ
ま
ざ
ま
な

部
分
に
変
化
が
現
れ
ま
す
。
胃
の
粘

膜
も
加
齢
と
と
も
に
変
化
し
ま
す
。

四
十
歳
を
過
ぎ
る
と
、
胃
が
ん
に
な

り
や
す
い
の
は
、
こ
の
胃
の
粘
膜
の

変
化
が
深
く
関
係
し
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
胃
は
粘
膜
に
あ
る
胃
腺
か

ら
胃
液
を
分
泌
し
て
食
べ
物

を
消
化
分
解
し
て
い
ま
す
。

胃
腺
は
部
位
に
よ
っ

て
三
つ

に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
図
2
参
照
）

〇
噴
門
腺
：
・
：
胃
酸
に
よ
っ

て
粘
膜
が
傷
つ

か
な
い
よ

う
に
胃
の
粘
膜
を
保
護
す

る
粘
液
を
分
泌
し
て
い
ま

す。

〇
胃
底
腺
：
．．．． 
胃
酸
や
た
ん

ば
く
分
解
酵
素
を
分
泌
し

食
べ
物
を
消
化
す
る
重
要

な
役
割
を
持
ち
ま
す
。

0

幽
門
腺
：
・
：
．
噴
門
腺
と
同

様
に
粘
液
を
分
泌
す
る
と

と
も
に
、
胃
酸
の
分
泌
を

こ
れ
ら
の
胃
腺
の
中
で
、
胃
底
腺

は
胃
の
消
化
作
用
の
中
心
的
存
在
と

い
え
ま
す
。
若
い
年
代
の

人
の
胃
は
こ
の
胃
底
腺
が

大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
年
を
と
っ

て
く
る
と
こ
の
胃
底
腺
の

面
積
が
だ
ん
だ
ん
狭
く
な
っ

て
い
ぎ
ま
す
。

こ
れ
が

「
萎
縮
性
胃
炎
」
と
呼
ば
れ

る
状
態
で
す
。
図
3
の
よ

う
に
、
胃
底
腺
は
年
齢
と

と
も
に
退
縮
し
て
い
き
ひ

ど
く
な
る
と
胃
底
腺
が
ほ

と
ん
ど
な
く
な
る
ま
で
に

萎
縮
し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
萎
縮
性
胃
炎

に
な
る
と
当
然
な
が
ら
、

図2 胃液を分泌する腺の分布

図 3 萎縮性胃炎の広がりと年齢の変化

加齢とともに、胃底腺と幽門腺の境界線がC，から
徐々に03の方向へ変化する。胃底腺の範囲が狭く
なるにしたがって、萎縮の範囲が広がる。これを
「萎縮性胃炎」という。

，
 

a
 

f

、
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F
 

>

促
進
す
る
ホ
ル
モ
ソ
を
分
泌
し
て

い
ま
す
。

この部分を切り、
左右に開いたもの

嘉仇 I が右の図 1 嵐贔
つ胃 下の
てがす縮歳で程 てや型高た割が でな胃し分
いん°の代も度年きすの齢胃を萎しは症炎ま泌
るが萎進かわを代まし‘胃者の果縮かあ状はす量>-

こで縮行らか示別し'-
と
がに粘さししりが特がも

ときのし急るしにたがん多膜なて‘まあに‘胃
をや進たによた萎 ゜ゎがいにくそ胃せる特萎酸
意す行人胃う図縮 かで分はなの底んわ徴縮濃
味いはが底に 4 の つき化‘つ役腺゜け的性度
し面そ増腺‘
‘積れぇの四
しかだま 萎十 図 420

〈
胃
が
ん
の
で
き
や
す
い
場
所
〉

胃
が
ん
は
、
胃
の
下
3
分
の

2
に

多
く
で
き
ま
す
。
こ
の
部
分
に
で
ぎ

る
も
の
は
、
そ
の
部
分
に
限
局
し
て

で
き
る
も
の
が
多
く
、
進
行
が
ゆ
っ

く
り
で
比
較
的
治
療
し
や
す
く
、
予

後
も
悪
く
な
い
タ
イ
プ
の
が
ん
が
多

い
よ
う
で
す
。
胃
の
上

3
分
の

1
に

で
き
る
が
ん
は
、
胃
の
壁
全
体
に
広

が
り
、
さ
ら
に
速
く
進
行
し
て
い
く

タ
イ
プ
が
多
い
よ
う
で
す
。
最
近
は

患
部
の
細
胞
を
と
っ
て
調
べ
る
と、

早
期
の
段
階
で
も
治
り
や
す
い
タ
イ

プ
か
、
進
行
の
速
い
タ
イ
プ
か
が
大

体
わ
か
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

が
ん
の
進
行
は
、
そ
の
が
ん
が
胃

壁
の
ど
の
深
さ
ま
で
達
し
て
い
る
か

に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
（
図
5
)

い
ち
ば
ん
内
側
の
粘
膜
に
で
き
た

た
が

っ
て
胃
が
ん
に
か
か
る
危
険
性

も
高
く
な
る
の
で
す
。

---. 
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境界線の位置がどこにあるのか、その割合を年齢
別に見たもの。20歳代でO1~03まできてい る人
は約20％程度だが、 40~50歳代では約半数を占め
る。 O4は胃底腺がほとんどな くなった状態
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と
ど
ま
っ
て
い
る
が
ん
も
、
早
期
が

ん
に
含
ま
れ
て
治
り
や
す
い
段
階
の

も
の
で
す
。
が
ん
が
胃
壁
の
い
ち
ば

ん
外
側
の
漿
膜
に
達
し
て
い
た
り
、

漿
膜
を
突
ぎ
破
っ
て
い
る
と
、
他
の

臓
器
に
転
移
し
て
い
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
。

ま
た
、
が
ん

は
患
部
の
形
態

に
よ
っ
て
胃
壁

の
粘
膜
の
上
に

盛
り
上
が
る
隆

起
型
と
、
胃
壁

内
部
に
向
か
っ

て
進
む
陥
凹
型

と
に
分
け
ら
れ

ま
す
。隆起
型
は
、

取
り
除
き
や
す

図6
%,oo 

80 

胃がんの進行度と 5年生存率
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図 5 ●早期胃がんの形
早期胃がんは粘膜下層までにとどまっている
ものをいいます。向かって左が陥凹型、右が
隆起型のがんです。
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が
ん
は
、
ご
く
早
期
の
も
の
で
大
変

治
り
が
よ
く
、
他
へ
の
転
移
も
あ
り

ま
せ
ん
。
粘
膜
下
層
ま
で
の
部
分
に

く
予
後
も
よ
い
も
の
が
多
い
の
で
、

内
視
鏡
治
療
に
適
し
て
い
ま
す
。
陥

凹
型
は
、
症
状
は
出
や
す
い
の
で
す

が
、
胃
壁
深
部
に
進
み
や
す
い
の
で

リ
ソ
パ
節
転
移
を
起
こ
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

図
6
の
よ
う
に
、
が
ん
が
粘
膜
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
、
早
期
が
ん
は
、

九
九

・
八
％
の
生
存
率
で
す
が
、
筋

肉
層
、
漿
膜
に
ま
で
浸
潤
す
る
と
五

年
生
存
率
は
低
く
な
り
、
早
期
が
ん

と
進
行
が
ん
で
生
存
率
に
大
き
な
隔

た
り
が
あ
り
ま
す
。

〈
集
団
検
診
で
発
見
さ
れ
れ
ば
、

治
る
可
能
性
は
非
常
に
高
い
〉

図
7
の
よ
う
に
、
無
症
状
で
検
診

を
受
け
、
た
ま
た
ま
胃
が
ん
が
発
見

さ
れ
た
人
と
、
症
状
が
あ
っ
て
外
来

で
診
察
を
受
け
た
人
で
は
、
が
ん
の

進
展
度
や
、
そ
の
後
の
生
存
率
に
大

き
な
差
が
出
て
い
ま
す
。
検
診
群
で

は
、
症
状
が
出
な
い
初
期
の
段
階
で

が
ん
が
発
見
さ
れ
る
た
め
、
約
九
〇

％
の
人
が
治
っ
て
い
ま
す
。

図 7 外来群と検診群の比較

胃
の
癌
み
や
も
た
れ
な

ど
の
症
状
が
あ
っ
て
検

査
を
受
け
た
人

〈
胃
が
ん
は
、

る
の
か
〉

5
2〗7

1
/

ロ

外

来

群

検

診

群

外

来

群

検

診

群

i
且

こ
れ
ま
で
、
胃
が
ん
は
早
期
に
発

見
し
て
手
術
す
れ
ば
治
る
と
述
べ
て

ぎ
ま
し
た
。
日
本
に
お
け
る
胃
が
ん

の
診
断
技
術
は
世
界
一
で
す
。
こ
れ

か
ら
そ
の
技
術
を
説
明
し
て
い
き
ま

す。①
二
重
造
影
法
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

法）胃
の
集
団
検
診
で
行
わ
れ
て
い
る

方
法
で
す
。
こ
の
方
法
が
日
本
で
開

発
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
早
期
の

胃
が
ん
が
レ
ソ
ト
ゲ
ソ
検
査
で
み
つ

か
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

胃
の
レ
ソ
ト
ゲ
ソ
検
査
を
う
け
る

と
ぎ
に
は
、
甘
酸
っ
ぱ
い
粉
ぐ
す
り

を
飲
ま
さ
れ
た
あ
と
、
二
百
cC

の
バ 口肛[////[/

ん
で
し
ま
う
か
ら
で
す
。

ま
た
、
レ
ソ
ト
ゲ
ソ
検
査
中
に
身

体
を
ぐ
る
ぐ
る
と
廻
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
ペ
ソ
キ
の
役
目
を
し
て
い
る
バ

リ
ウ
ム
を
、
胃
の
粘
膜
に
充
分
に
塗

り
つ
け
る
た
め
で
す
。

②
胃
カ
メ
ラ
、
胃
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー

プ最
近
は
、
こ
の
二
つ
が
組
み
合
わ

さ
っ
た
よ
う
な
装
置
も
普
及
し
て
い

ま
す
。
胃
の
中
を
目
で
見
な
が
ら
、

先
端
の
カ
メ
ラ
で
変
化
の
あ
る
胃
粘

膜
の
部
分
を
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
胃
内
視
鏡
検
査
と
も
よ
ば
れ

ま
す
が
、
以
前
に
比
べ
て
内
視
鏡
も

細
く
な
り
楽
に
検
査
が
受
け
ら
丹
る

.,． 7 88.7% 
どのように見つけ

喜4 i 木u 夏2 91 日l
ユ金日｀ ＇日｀ 夏程水
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場予 谷
セ

: 悶

公 胃ソ

夕 民 所
l 館

工
場

午 午 時
月̀・ IJ ～ 目̀’1」， 8 

間時 時

◎
胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

③
胃
生
検

胃
生
検
は
、
胃
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ

ー

プ
で
胃
内
を
観
察
し
な
が
ら
、
あ
や

し
い
胃
粘
膜
の
小
片
を
つ
ま
み
取
っ

て
顕
微
鏡
で
調
べ
る
検
査
で
す
。
例

え
ば
、
レ
ソ
ト
ゲ
ソ
検
査
や
内
視
鏡

検
査
で
明
ら
か
に
異
常
が
発
見
さ
れ

て
も
、
そ
れ
が
悪
性
の
も
の
か
、
良

性
な
の
か
の
判
断
に
迷
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
ん
な
と
き
に
胃
生
検
は

威
力
を
発
揮
し
ま
す
。

〈
予
防
法
の
実
行
だ
け
で
な
く
、
年

に
一
度
の
検
診
を
〉

胃
が
ん
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
は
、

「
暴
飲
暴
食
を
避
け
る
、
塩
辛
い
も

の
や
焼
け
焦
げ
、
か
び
の
生
え
て
い

る
も
の
を
大
量
に
食
べ
な
い
」
と
い
っ

た
注
意
は
必
要
で
す
が
、
こ
う
し
た

予
防
法
を
実
行
し
て
い
て
も
が
ん
に

か
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
心
が
け

て
、
が
ん
が
で
ぎ
て
も
、
そ
れ
で
命

を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
六
年
度
の
胃
の
集
団
検
診
の

日
程
を
左
に
載
せ
て
い
ま
す
。
最
寄

り
の
場
所
で
受
診
し
て
下
さ
い
。
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風の博物館
『風と

展示シリーズ(II)

生命』

風力 平均風速
状 態

階級 （秒速）

゜゜
＇ 

おだやか、煙がまっすぐのぽる。

＾ ^  ^ ^  
-~ ---

-`^  ^ ー、^ Y - -

シ、/
ヽ卜-~ 、- ‘‘/ ‘". 

¢: 葉のある木がゆれはじめる。5 約10m／秒
前かがみでゆっくり歩く。-.“ 

ー、皇、 歩くのがむずかしい。
7 約15m／秒 .、が．三かさもさせない。

i` 仔二 おとなでも前にすすむことがむず8 約20m／秒 ．`  かしい。風圧で、いきぐるしい。
シめったにおこらない。ひろいはん

11 約30m／秒
いで家がこわれる。

ビューフォード風力階級

人
間
は
ど
こ
で
風
を
感
じ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
身
体
の
表
皮
に
あ
る
一

風
の
博
物

館
股
ホ
シ
リ
ー

ズ
(II)
で
は
、

「
風
と
生
命
」

の
コ
ー
ナ
ー

に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

展
示
の
内
容

に
つ
い
て
は
、

「
風
に
乗
る

植
物
と
動
物
・

風
を
測
る
」

場
面
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

＊

風
を
測
る

＊

地
球
は
不
思
議
な
惑
星
で
す
。
宇

宙
の
塵
が
集
ま
っ
て
出
来
、
無
機
物

か
ら
生
命
を
構
成
す
る
元
素
は
、
全

て
宇
宙
の
塵
か
ら
出
来
て
い
ま
す
。

細
菌
や
花
粉
は
、
風
に
乗

っ
て
生

命
を
培
っ
て
い
ま
す
。
地
上
で
現
在

生
態
学
的
に
支
配
的
な
位
置
に
あ
る

植
物
は
風
媒
受
粉
を
す
る
種
で
す
。

ネ
ズ
の
花
粉
は
四
百
キ
ロ
、
カ
ラ
マ

ツ
は
七
百
キ
ロ
、
エ
ゾ
マ
ツ
は
千
キ

ロ
も
風
に
乗
っ
て
移
動
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

＊

風

に

乗

る

＊

千
万
の
神
経
末
端
を
刺
激
し
て
い
る

か
ら
で
す
。
風
は
身
体
の
体
温
を
奪

う
役
割
も
持
っ
て
い
ま
す
。

風
と
気
温
の
相
乗
効
果
は
「
風
配

効
果
」
と
し
て
計
算
さ
れ
、
風
速
の

違
い
に
よ
っ
て
感
覚
へ
の
影
響
を
示

し
て
い
ま
す
。

で
は
、
風
の
強
さ
を
ど
う
や
っ
て

決
め
る
か
。
現
在
最
も
一
般
的
な
風

の
階
級
は
、

イ
ギ
リ
ス
海
軍
司
令
官

で
あ
っ
た
．
フ
ラ
ソ
シ
ス
・
ビ
ュ
ー
フ
ォ
ー

ド
が
小
型
駆
逐
艦
を
基
準
に
し
て
測
っ

た
も
の
で

一
八
0
五
年
に
定
め
ら
れ

た
も
の
を
用
い
ま
す
。

次
回
の
展
示
、
ソ
リ
ー
ズ

(III)
で
は
、

「
風
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
に

つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

帯空時間で競技する紙飛行機 スカイカブ

『
紙
飛
行
機
選
手
権
大
会
』

地
区
予
選
会
場
と
し
て
認
定

今
年
で
第
二
回
目
を
迎
え
る
全
日

本
紙
飛
行
機
選
手
権
大
会
（
八
月
二

十

一
日
に
大
阪
府
吹
田
市
が
決
勝
大

会
場
）
予
選
の
四
国
地
区
大
会
場
と

し
て
当
町
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

風
の
博
物
館
オ
ー
。
フ
ソ
を
機
に
、

今
大
会
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
は
も
と

よ
り
、
今
後
も
町
の
大
イ
ベ
ソ
ト
と

し
て
定
着
さ
せ
た

い
と
現
在
ス

タ
ッ

フ
で
協
議
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。＊
開
催
日

＊
大
会
場

七
月
二
十
四
日
（
日
）

風
の
博
物
館

（風
乗
り
広
場
）

詳
し
く
は
来
月
号
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

~
 ヘ
q

r--l}-fミ`
ミ
7

」
-
l
P
J
j
o
こ`
襲

・

五
十
崎
『
凧
合
戦
』

に
参
加

”
凧
は
風
に
よ
り
、
風
は
凧
に
よ

り
、
そ
の
存
在
感
を
よ
り
大
き

V“

と
、
五
十
崎
町
の
凧
の
博
物
館
と
姉

妹
館
提
携
を
結
ん
で
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
恒
例
の

「
凧
合
戦
」
に

当
博
物
館
か
ら
も
参
加
い
た
し
ま
し

た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
の

中
で
し
た
が
、
勇
壮
に
凧
が
大
空
へ

飛
び
上
り
ま
し
た
。
今
後
も
両
館
に

お
い
て
あ
い
協
力
し
多
彩
な
催
し
物

を
と
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

入
館
者
一
万
人
達
成

三
月
に
オ
ー
。フ
ソ
後
、
四
月
三
十

日
で
入
館
者

一
万
人
を
達
成
し
ま
し

た
。
め
で
た
く

一
万
人
目
と
な
っ
た

お
客
様
は
、
喜
多
郡
五
十
崎
町
宿
間

か
ら
お
越
し
頂
い
た
稲
田
月
子
さ
ん

で
す
。
稲
田
さ
ん
へ
は
、
館
長
よ
り

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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（中野）

沖永悠斗くん

（協生）

上野友寛くん

（大和）

出水翔太くん

（萩野尾）

北川政義くん

（小藪）

松本尚也くん

（協生）

中田雅也くん

（道野尾）

園南寺育子ちゃん

（中野）

沖永まとかちゃん

平
成
五
年
度
の
三
歳
児
健
康
診
査
の
受
診
者
は
二
十
七
人
で
、

ゼ
ロ

ム
シ
歯

0
の
子
は
次
の
十
二
人
で
す
。

六
月
四
日
か
ら
歯
の
衛
生
週
間

里
沙
ち
ゃ
ん
（
転
出
）

め
い
ぽ
う
こ
う
し

昔
か
ら
「
明
眸
皓
歯
」
と
い
う
言

築
が
あ
る
と
お
り
、
き
れ
い
な
歯
は

美
し
い
人
の
条
件
で
す
。

ま
た
、
歯
は
私
た
ち
の
身
体
の
健

康
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

美
し
く
健
康
な
歯
は
、
あ
な
た
の

一
生
の
財
産
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

◎
身
体
の
健
康
は
、
歯
の
健
康
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

0

健
康
な
生
活
に
欠
か
せ
な
い
歯

歯
は
、
単
に
食
物
を
か
み
く
だ
＜

道
具
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
。

田
中

（共

福嶋

栄）

真くん

（共栄）

土居隆介くん

（道野尾）

今宮 麻衣ちゃん

ま
た
、

み
が
け
る
時
に
普

け
れ
ど
も
、
歯
の
働
き
は
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
私
た

ち
の
日
常
生
活
の
健
康
を
さ
さ
え
て

い
る
の
で
す
。

歯
や
歯
肉
が
健
康
で
、
物
が
よ
く

か
め
れ
ば
、
胃
や
腸
に
負
担
を
か
け

ず
に
、
全
身
に
バ
ラ
ソ
ス
よ
く
栄
養

を
い
き
渡
ら
せ
る
こ
と
が
で
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
会
話
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

る
の
も
、
歯
が
そ
ろ
っ
て
い
て
、
は
っ

き
り
と
発
音
で
き
る
お
か
げ
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
歯
ざ
わ
り
や
歯
ご
た
え

を
楽
し
み
、
味
覚
を
豊
か
に
保
つ
、

美
し
い
表
情
を
つ
く
る
な
ど
、
歯
の

働
き
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
し
か
も
、
健

康
的
な
生
活
を
す
る
上
で
欠
か
せ
な

い
も
の
ば
か
り
で
す
。

◎
予
防
も
治
療
も
、
正
し
い
歯
み
が

き
か
ら
。

0

基
本
は
”
食
べ
た
ら
み
が

v“

痛
い
虫
歯
も
恐
い
歯
周
病
も
、
き

ち
ん
と
歯
み
が
き
を
し
て
い
れ
ば
予

防
で
き
ま
す
。
美
し
く
健
康
な
歯
を

い
つ
ま
で
も
保
っ
た
め
に
、

食
べ
た
ら
み
が
く
習
慣
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

毎
食
後
、
時
間
を
か
け
て
、

て
い
ね
い
に
み
が
く
こ
と
が

理
想
的
で
す
。
洗
面
所
で
立
っ

た
ま
ま
が
苦
痛
な
ら
、
椅
子

に
座
っ
て
、
テ
レ
ビ
を
見
な

が
ら
と
工
夫
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
忙
し
く
て
も
、
せ
め

て

一
日

一
回
は
て
い
ね
い
な

ブ
ラ
ッ
シ
ソ
グ
を
し
ま
し
ょ

う。

保健婦さんから歯みがきチェックを受ける

段
よ
り
し
っ
か
り
み
が
い
て
お
け
ば
、

歯
垢
が
た
ま
る
の
を
防
げ
ま
す
。

0

歯
ブ
ラ
シ
は
こ
ま
め
に
取
り
か
え

る
効
果
的
な
歯
み
が
き
は
、
ま
ず
、

上
手
な
ブ
ラ
ッ
シ
ソ
グ
を
心
が
け
る

こ
と
が
基
本
で
す
。

一
本

一
本
て
い

ね
い
に
歯
を
み
が
き
、
歯
肉
も
マ

ッ

サ
ー
ジ
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

歯
ブ
ラ
シ
は
、
自
分
の
口
の
中
の

状
態
ゃ
、
み
が
き
方
に
合
わ
せ
て
選

ん
で
く
だ
さ
い
。

し
か
し
、
い
く
ら
よ
い
歯
ブ
ラ

シ

で
も
、
何
力
月
も
続
け
て
使
っ
て
い

て
は
、
毛
先
が
バ
サ
バ
サ
に
な
り
、

効
果
も
ず
っ
と
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。

毛
先
が
開
か
な
く
て
も
、
月
に

一

度
は
新
し
い
物
に
取
り
か
え
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
汚
れ
た
歯
ブ
ラ
シ
は
細

菌
の
絶
好
の
繁
殖
地
。

使
用
後
は
流
水
で
き
れ
い
に
洗
い
、

風
通
し
の
よ
い
場
所
で
乾
燥
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
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マイホーム資金は「年金住宅融資」で！

平成6年度第 1回受付開始

0年金住宅融資は、国の年金積立金還元融資ですから大
変有利です。・

利用できる方：現在厚生年金保険の加入者で、加入期間

が 3年以上ある方（国民年金の保険料納付済期間を含む）

資金の使いみち：新築住宅・マソショソ・建売住宅・中

古住宅の購入および増改築などの住宅改良資金

（無抽選・先着順）

融資金額：所要資金の80％以内で、最高2,020万円まで

（老人・身障者同居(300万円）と在宅ケア（170万円）の割

増あり）

融資利率 ：年4.22%（一般貸付）

（利率については、変動することがあります。）

返済方法：元金均等返済 ・元利均等返済の選択がでぎる

返済期間：住宅の種類によって 5年から35年

受付期間：平成6年 5月 9日（月）から

平成6年 6月14日（火）までの予定

（但し、予定枠がありますので枠に達しますと締切りま

す。）

※詳しくは、下記へおたずねください。

社団法人愛媛県年金福祉協会

〒790 松山市南堀端町5番地7 松山東京生命館
電話 0899-41-7667（代）

六
月
一
日
は
、
人
権
推
護
委
員
の

日
で
す
。

昭
和
二
十
三
年
に
人
権
擁
護
委
員

制
度
が
設
け
ら
れ
、
翌
二
十
四
年
六

月
一
日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護

し
見
守
る
。
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る

人
権
の
番
人
の
機
関
が
誕
生
し
た
の

で
す
。
こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
制
度

の
始
ま
り
で
す
。

い
じ
め
・
体
罰
・
不
登
校
児
な
ど

子
供
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
が
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
次

代
を
担
う
子
供
の
人
権
を
積
極
的
に

擁
護
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ

で
、
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
「
子
供
の
人
権
を
守
ろ
う
」
を
啓

発
活
動
重
点
目
標
に
掲
げ
、
積
極
的

な
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

肱
川
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次

の
方
々
で
す
。

中

居

谷

飛

野

虎

生

さ

ん

(
6
)
三
四
ー＇
三
0
0
1
――

大

和

菊

池

昭

三

郎

さ

ん

(
6
)
三
四
I

三
ニ
ニ
四

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

一
、
委
託
者
（
内
職
の

仕
事
を
出
し
て
い
る
事

業
主
等
）
の
皆
さ
ん
は
、

次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ

う。①
家
内
労
働
者
に
委

託
条
件
を
記
入
し
た

家
内
労
働
手
帳
を
渡

し
、
エ
賃
額
、
支
払

日
、
納
入
受
領
し
た

物
品
の
数
量
等
を
記

入
し
ま
し
ょ
う
。

②

家

内
労
働
者
の
災

害
防
止
と
健
康
管
理

の
た
め
、
必
要
な
措

置
や
援
助
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

③
最
低
工
賃
額
以
上

の
エ
賃
を
、
一
カ
月

大
洲
消
防
署
川
上
支
署

6

三
四
ー

ニ
八
五
一

以
内
に
全
額
支
払
い
ま
し
ょ
う
。

二
、
家
内
労
働
者
（
委
託
者
か
ら
受

け
た
内
職
の
仕
事
を
す
る
人
）
の
皆

さ
ん
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

①
家
内
労
働
手
帳
を
委
託
者
か
ら

も
ら
い
、
必
ず
は
っ
ぎ
り
と
記
入

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

②
家
内
労
働
に
よ
る
災
害
の
防
止

を
図
り
、
健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ

③
工
賃
は
、
全
額
を
一
カ
月
以
内

に
受
け
ま
し
ょ
う
。

三
、
家
門
労
働
に
つ
い
て
の
ご
相
談
、

お
問
い
合
わ
せ
は
八
愛
媛
労
働
基
準

局
賃
金
課
(
(
Q

0
八
九
九
ー
ニ
五

ー

二―

0
1

)

、
ま
た
は
、
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
へ
ご
照
会
く
だ
さ

い
。

（

愛

媛

労

働
基
準
局
）
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〈
学
ぽ
う
応
急
手
当
〗

肱
川
建
設
で
救
急
法
の
講
習
会
を
開
催

大
洲
消
防
署
川
上
支
署
の
職
員
が

四
月

一
日
に
肱
川
建
設
を
訪
れ
建
設

現
場
で
の
不
測
の
救
急
事
故
に
備
え

る
た
め
従
業
員
六
十
人
を
対
象
に
救

急
法
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
一
時
間
三
十
分
に
わ
た
り

三
角
巾
に
よ
る
止
血
や
骨
折
等
の
固

定
方
法
等
を
真
剣
に
学
び
ま
し
た
。

な
お
、
救
急
講
習
会
を
計
画
さ
れ

る
場
合
は
、
要
請
に
応
じ
指
導
員
の

派
遣
も
行
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先

肱
川
町
大
字
宇
和
川
二
九
九
二
の
一

「仕事とエ賃 家内労働手帳で確認を！」

家内労働旬間(5月21日～31日）

え
び
ね
展
4
/
23
し

4
/
2
4

色
と
り
ど
り
香
り
広
が
る

愛
好
者
の
丹
精
実
る

し
ゃ
く
な
げ

今
年
も
み
ご
と
に

咲
き
ま
し
た

写
真
で
見
る
今
月
の
出
来
事



(9) c。⑮。領） 詢 園 鰤麟

高齢運転者のみなさんへ

4月30日、肱川町大谷地区で高齢運転者の

方が運転を誤り、鹿野川ダムに転落して亡く

なるという事故が発生しました。

車を運転するときは、次のことをよく守っ

て安全運転に努めましょう。

゜
シー トベルトは確実に締めましょう。

〇 ォー トマチック車を運転するときは、

前進、後退時の運転

操作に特に注意し、

シフトレバーの位置

をよく確かめてから

発進しましょう。

〇 運転するときは、急いだり、あわてたり

しないで、ゆとりを持った運転に努めましょ

う。

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
死
亡
し
た
と
き
は

す
み
や
か
に
届
出
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
を
受
け
て

い
る
方
が
死
亡
さ
れ
た
時
は
、
役
場

に
提
出
す
る
死
亡
届
と
は

別
に
「
年
金
受
給
権
者
死

亡
届
」
を
提
出
し
な
け
れ

．

ば
な
り
ま
せ
ん
。

遺
族
の
方
が
こ
の
届
出

を
忘
れ
た
り
、
届
出
が
遅

れ
ま
す
と
、
受
け
取
り
過

•

ぎ
に
な
っ
て
い
る
年
金
の

、

：

全
額
も
し
く
は
、
一
部
を

返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

A

届
出
先
》

0

厚
生
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所
へ

な
お
、
二
つ
以
上
の
年
金
を
受
け

る
権
利
を
持
っ
て
い
る
方
が
、
死
亡

さ
れ
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
、
届
出
が
必
要
で
す
。

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
死
亡
さ

れ
た
時
は
、
す
み
や
か
な
届
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

0

国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は

役
場
国
民
年
金
係
へ

三大麻． けし撲滅-□
5月1日～ 6月30日

今
年
も
全
国
一
斉
に

「
不
正
大
麻
・
け
し
撲

滅
運
動
」
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

愛
媛
県
で
も
け
し
の

花
の
咲
く
時
期
に
、

こ

の
運
動
を
展
開
し
、
大

麻
や
け
し
に
関
す
る
正

し
い
知
識
の
普
及
啓
発

と
不
正
栽
培
の
発
見
・

除
去
に
努
め
て
い
ま
す
。

大
麻
や
け
し
は
「
ひ

な
げ
し
」
や
「
お
に
げ

し
」
な
ど
を
除
い
て
、

法
律
に
よ
っ
て
厚
生
大

臣
の
許
可
を
う
け
ず
に

栽
培
す
る
こ
と
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

法
律
で
厳
し
く
規
制

栽培できないけし

し
て
い
る
の
は
、
大
麻
や
け
し
の
成

分
の
中
に
「
モ
ル
ヒ
ネ
」
や
「
あ
へ

ん
」
が
含
有
さ
れ
て
お
り
、
使
用
方

法
を
誤
る
と
人
命
に
か
か
わ
る
ほ
ど

の
重
大
な
影
響
を
与
え
る
か
ら
で
す
。

不
正
大
麻
や
け
し
を
発
見
し
た
場

合
に
は
、
肱
川
町
保
健
セ
ソ
タ
ー
か

大
洲
保
健
所
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

70歳になる方へ
老人医療受給者証

をあう度しします。

大正13年 5月 2日～ 6月 1日生

まれの方は 6月から老人保健法に

よる医療を受けることになります。

老人医療受給者証をお渡しします

から 5月31日までに印かんと保険

証を持って役場で手続ぎを行って

くださし ‘o

森
地
区
の

二
宮
さ
ん
の
茶
畑
で

八
十
八
夜
の
茶
つ
み

鹿
野
川
園
地
の
藤
棚
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平成5年 7月台風 5号の時の災害
（小倉地区）

六
月
は
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」
、

「
が
け
崩
れ
防
災
週
間
」
で
す
。

土
砂
災
害
に
対
す
る
備
え
な
ど
を
、

ま
し
ょ
う
。

一
土
砂
災
害
の
特
徴
と
備
え
｝

土
砂
災
害
は
、
集
中
豪
雨
や
長
雨

が
引
き
金
と
な
っ
て
起
こ
る
ケ
ー
ス

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
一
時
間
に

二
十

ミ
リ
以
上
の
雨
が
降
っ
た
ら
、
ま
た

降
り
始
め
か
ら
の
雨
量
が
百
ミ
リ
を

超
え
た
ら
危
険
信
号
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
テ
レ
ビ
な
ど
の
気
象
情
報

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
突
発
的
に
起
こ
る
の
も
土

砂
災
害
の
特
徴
で
す
。
ふ
だ
ん
か
ら

の
心
構
え
と
し
て
、
い
ざ
と
い
う
と

き
の
た
め
に
避
難
す
る
場
所
や
そ
こ

ま
で
の
経
路
も
、
あ
ら
か
じ
め
家
族

や
地
域
で
決
め
て
お
い
た
ほ
う
が
よ

い
で
し
ょ
う
。
食
料
や
飲
料
水
、
懐

中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、
ロ
ー
ソ
ク
、
貴

重
品
な
ど
を
ま
と
め
た
非
常
袋
を
常

備
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

一

土

砂

災

害

の

前

兆

｝

0
土
石
流

•

川
の
水
が
急
に
濁
っ
た
り
、
流
れ

に
流
木
が
混
ざ
っ
た
り
し
て
き
た

・
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
川
底
で
石
の
流
れ
る

音
が
す
る

六
月
一

日
か
ら
七
日
ま
で
は

こ
の
機
会
に
再
確
認
し
て
み

•

川
の
水
か
さ
が
急
に
減
っ
た

0
地
す
べ
り

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
た

．
陥
没
や
隆
起
が
認
め
ら
れ
た

•

井
戸
の
水
が
濁
っ
た

・
斜
面
か
ら
水
が
ふ
き
出
し
た

0
が
け
崩
れ

・
パ
ラ
パ
ラ
と
小
石
が
落
ち
て
き
た

・
斜
面
の
途
中
か
ら
の
わ
き
水
が
濁

り
だ
し
た

・
斜
面
に
亀
裂
が
生
じ
た

・
ふ
だ
ん
聞
き
慣
れ
な
い
音
が
、
斜

面
か
ら
聞
こ
え
る

去
年
の
災
害
を
教
訓
に
し
て
、

±
砂
災
害
に
対
す
る
備
え
を
再
確
認

六
月
は
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」

商業統計調査卸売業小売業

平成6年7月1日

都道府県市区町村通商産業省

ご協力をお願いします

塁ロ ボストのお顔ヒカビカに ：第
—l がみ み三
今きが 4月14日～4月20日までポスト愛護週間 四＋
日おき 月ニ
はわまゴ赤でぬ速 行ま通鹿中力と→い人へ
ほるし、ンし、ポれ園到いでり野野 l うポハ-園十門
んとたとおスた児着まパ肱川幼ド←スッ スの長八

と宇°交顔卜ぞたすしレ川三稚をとトピ園林日ト
う都 替をさうちるた 1 郵 差園か書さに児光中愛
に宮 しゴんきはと°ド便路かかいん身た雄野護
あ局 な、ンのん‘早 を局をらげたあをち二幼週

Jll 「:--プり包が十稚間ラがみ赤七園に

郵便ポストを磨き上げる中野幼稚園児―No.-〈i3直つぅ19らR-

り
が
と
う
」
と
い
っ
て
ご
ほ
う
び
に

フ
ー
セ
ソ
と
画
用
紙
を
プ
レ
ゼ
ソ
ト
ー

し
て
も
ら
い
と
て
も
う
れ
し
そ
う
で

し
た
。
こ
の
行
事
は
四
月
十
四
日
か
ら
二

十
日
ま
で
ボ
ス
ト
愛
護
週
間
に
ち
な

み
五
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

私
は
、
兄
さ
ん
の
真
似
を
や
っ

た
り
、
鳥
に
餌
を
や
っ
た
り
ア

ル
バ
ム
を
だ
し
て
、
見
る
こ
と

が
す
き
で
す
。

外
で
は
、
兄
さ
ん
と
タ
ソ
ポ

ポ
を
と
っ
た
り
、
鯉
の
ぼ
り
を

見
て
喜
ん
だ
り
、
走
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。

女
の
子
で
す
が
、
活
発
で
や

ん
ち
ゃ
な
女
の
子
で
す
。

お父さん
光幸さん

お母さん

美智子さん

と
も
み

山
下
友
美
ち
ゃ
ん
（
菟
野
尾
）

平
成
4
年

6
月
5
日
生

1
歳
11
か
月

こ
ん
に
ち
は
1
・
泣
ぎ
虫

け
い
す
け
で
す
。
こ
の
ご
ろ

は
お
姉
ち
ゃ
ん
と
も
ケ
ソ
カ

す
る
ん
だ
よ
。
ま
だ
負
け
ち
ゃ

う
け
ど
：
．
。
で
も
、
本
当
は

お
姉
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
だ
か

ら
、
い
つ
で
も
遊
ん
で
欲
し

い
ん
だ
。

お父さん
光明さん

お母さん

江美さん

け

い

す

け

冨
氷
佳
＿
介
く
ん
（
月
野
尾
）

平
成

4
年

5
月
27
日
生

2
歳
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社
協
だ
よ
り

毎
年
秋
に
行
わ
れ
て
い
る
共
同
募

金
運
動
は
、
年
々
着
実
に
大
き
な
成

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
地
域
づ
く
り

の
た
め
の
在
宅
福
祉
・
施
設
福
祉
の

推
進
、
多
様
化
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
よ

り
き
め
細
か
く
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
は
、
県
下
で
も
目
標
額
を
四

億
円
と
設
定
し
て
い
ま
し
た
が
実
績

は
六
億
六
千
五
百
万
円
と
過
去
最
高

＂
の
額
と
な
り
ま
し
た
。
配
分
に
つ
い

て
は
、
在
宅
の
寝
た
き
り
老
人
、
身

体
障
害
者
の
た
め
の
移
動
入
浴
車
、

移
送
用
自
動
車
（
リ
フ
ト
付
）
、
ま

た
精
神
薄
弱
者
の
自
立
と
社
会
参
加

を
支
援
す
る
た
め
に
配
分
さ
れ
ま
し

こ。t
 肱
川
町
に
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
特

別
事
業
と
し
て
、
二
百
万
円
の
配
分

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
在
宅
の

要
介
護
者
に
対
す
る
各
種
サ
ー
ビ
ス

を
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
に
、
給

食
・
入
浴
・
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
及

び
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
充
実
の
た

め
の
自
動
車
（
リ
フ
ト
付
）
で
す
。
現

在
注
文
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
六

月
下
旬
頃
に
は
、
肱
流
苑
に
配
備
さ

れ
る
予
定
で
す
c

ご協力をお願いします 老
人
の
ひ
ろ
ば
事
業
と
し
て
、
三

十
一
万
七
千
円
が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
地
域
老
人
の
健
康
づ
く
り
と

い
ぎ
が
い
対
策
の
た
め
の
も
の
で
、

グ
ラ
ソ
ド
ゴ
ル
フ
道
具
等
の
購
入
に

充
て
る
予
定
で
す
。
こ
の
他
に
各
福

祉
事
業
に
七
十
八
万
円
配
分
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
肱
川
町
に
対

し
て
約
三
百
万
円
の
配
分
を
い
た
だ

ぎ
、
四
月
五
日
に
「
感
謝
の
つ
ど
い
」

が
あ
り
、
共
同
募
金
配
分
金
決
定
交

付
式
に
お
い
て
、
福
田
会
長
が
受
領

に
行
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
共

同
募
金
は
、
住
民
の
福
祉
の
た
め
に

役
立
て
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
共
同

募
金
に
は
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

県
共
詞
募
金
配
分
金
決
ま
る

リ
フ
ト
付
ワ
ゴ
ン
車
に
二
百
万
円

゜

肱川町社会福祉協議会
云 (0894)34 -2340 

各単位老人クラブ会員数

クラブ名 男 女 計

正 山 52人 68人 120人

中 央 35 60 95 

大 谷 26 49 75 

小 藪 35 47 82 

予 子 林 37 54 91 

岩 谷 20 30 50 

中 津 8 12 20 

計 213 320 533 

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

下
鹿
野
川

三
瀕

共

栄

奥

田

大

洲

市

和

氣

（
菟
野
尾
）

単
老
ク
ラ
ブ
総
会
開
催

本
年
度
の
各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の

総
会
が
四
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

五
年
度
の
活
動
報
告
、
決
算
報
告
が

な
さ
れ
、
六
年
度
事
業
計
画
等
が
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
役
員

改
選
と
な
っ
た
ク
ラ
ブ
は
、
留
任
と

な
り
今
後
の
活
動
に
期
待
さ
れ
て
い

算
雄
様

勝
昭
様
工
様

老人クラプ1泊2日研修旅行

に参加しませんか
長くまぜ好睦ま何すり研合
さわすひのをたががま修会肱
んしよ‘機深‘出今す旅で川
に＜うご会めお来の°行は町
聞はお参とる互る老行を‘老
い、願加思たいか人先計一人
て各い
下単し

いいめののクは画泊ク

さ老ま
たまに会研ラ九しニラ

し；会tだすは員修ブ 州 て日ブき°絶親‘にでおの連

岡

村

利

三

城
戸
寿
賀
倍

中

岡

道

幸

肱
川
町
身
体
障
害
者
更
生
会
の
総

会
が
四
月
十
二
日
、
肱
川
町
基
幹
集

落
セ
ソ
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中

で
潤
い
と
安
ら
ぎ
に
満
ち
た
幸
せ
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
年
間
の
事

業
を
計
画
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

尚
、
本
年
度
は
役
員
改
選
期
に
あ

た
っ
て
お
り
ま
し
た
が
留
任
と
な
り

ま
し
た
。

0
会

長

〇
副
会
長

〇
副
会
長

「
完
全
参
肌
と
平
等
」

の
達
成
を
め
ざ
し
て

ま
す
。
総
会
後
は
祝
宴
に
移
り
盛
大

に
行
わ
れ
、
日
頃
の
活
動
な
ど
を
議

題
に
夕
方
ま
で
な
ご
や
か
に
と
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

=＝-＝
＝＝＝＝＝＝＝＿-l==＝=
＝＝＝＝
＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝
＝＝＝＝＝
＝＝＝＝＝
＝＝=＝
＝＝
＝=-

〔
心
の
コ
ン
パ
ス
〕

す
べ
て
の
も
の
に
生
命
の
躍
動
を

感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
春
の

う
ら
ら
か
さ
と
、
す
べ
て
の
も
の
に

い
の
ち
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
最
近
「
ふ
れ
あ
い
」
と
い

う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
私
た

ち
人
と
人
と
が
こ
の
社
会
に
お
い
て
、

お
互
い
に
出
会
い
「
交
流
し
て
い
く
」

そ
の
人
間
関
係
の
大
切
さ
を
強
調
し

た
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

最
近
は
残
念
な
が
ら
こ
の
「
ふ
れ
あ

い
」
は
言
葉
だ
け
の
も
の
と
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
電
車
の
中
で
感
じ

た
こ
と
な
の
で
す
が
、
シ
ル
バ
ー
シ
ー

ト
の
席
で
あ
っ
て
も
、
平
然
と
座
る

若
者
た
ち
、
さ
ら
に
は
大
股
で
二
人

分
座
れ
る
場
所
を
一
人
で
占
領
す
る

と
い
っ
た
、
ご
く
普
通
の
マ
ナ
ー
で

す
ら
実
行
で
ぎ
な
い
人
た
ち
の
多
い

こ
と
か
。
現
代
の
日
本
の
社
会
は
確

か
に
、
福
祉
や
弱
者
に
対
す
る
い
た

わ
り
の
制
度
化
は
な
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
心
情
は
む
し
ろ
空
涸
化
し
つ
つ

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私

た
ち
人
間
は
頭
で
は
わ
か
っ
て
い
て

も
「
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
」
と
い
う

思
い
を
な
か
な
か
捨
て
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
人
の
た
め
と
い
い
な
が

ら
、
結
局
は
自
分
の
た
め
に
し
か
や
っ

て
い
な
い
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
他

に
与
よ
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
喜
び
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
の
行
い

に
よ
り
他
人
が
喜
ぶ
の
を
見
て
満
足

し
な
い
人
は
誰
も
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
人
も
よ
し
、
我
も
よ
し
と
い
っ

た
大
き
な
気
持
ち
で
人
生
歩
ん
で
い

き
た
い
も
の
で
す
。

(
C
M
)
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［第 46 回 J
 
A 

肱JII農は通常経会 サ
各；；
種ン

9セ

肱 川 通 常 総 会

（肱川町公民館に於いて）

ヽ
＼
ー
ー
ー
ノ
ノ

去
る
四
月
二
十
八

日
、
肱
川
町
公
民
館

に
於
い
て
第
四
十
六

回
J
A
肱
川
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
た
。

来
賓
と
し
て
、
肱

川
町
長
代
理
助
役
森

繁
氏
を
始
め
町
議
会

議
長
神
井
恵
一
郎
氏
、

県
各
連
合
会
を
代
表

し
て
中
央
会
会
長
寺

井
信
隆
氏
、
大
洲
農

業
改
良
普
及
所
長
二
宮
久
枝
氏
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
頂
き
そ
の
他
来
賓

多
数
の
ご
臨
席
を
頂
い
た
。

鉾
岩
組
合
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

議
長
選
出
に
移
り
小
藪
部
落
の
松
本

金
次
郎
氏
を
指
名
し
た
。

議
長
は
書
記
に
中
居
菩
信
氏
、
竹

本
一
男
氏
を
指
名
し
て
議
長
席
に
つ

゜
＜
 議
事
に
入
り
第
一
号
議
案
か
ら
第

十
三
号
議
案
ま
で
を
原
案
の
通
り
承

認
決
定
し
た
。
第
十
四
号
議
案
役
員

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱 JII
肱川町森林組合

の
補
欠
選
任
に
つ
い
て
は
、
専
務
よ

り
経
過
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
、

出
席
者
全
員
に
よ
る
賛
否
投
票
が
行

わ
れ
た
開
票
立
会
人
に
本
所
地
区
亀

田
元
市
氏
、
宇
和
川
地
区
福
山
春
義

氏
、
大
谷
地
区
冨
永
武
雄
氏
、
予
子

林
地
区
畦
崎
伸
穂
氏
を
指
名
し
て
別

室
に
て
開
票
を
行
い
総
投
票
数
一
九

二
票
の
内
賛
成
一
九

二
票
で
立
会
人

を
代
表
し
て
亀
田
元
市
氏
よ
り
報
告

が
な
さ
れ
原
案
の
通
り
成
登
光
義
氏

に
決
定
さ
れ
た
。

議
長
は
付
帯
決
議
を
朗
読
し
て
全

議
案
を
終
了
し
た
。

平
成
五
年
度
の
業
務
報
告
と
、
平

成
六
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は

次
の
通
り
で
す
。

一

事

業

報

告

一

＿
平
成
六
年
度
事
業
計
画
一

基
本
方
針

わ
が
国
の
経
済
は
、
公
定
歩
合
が

史
上
最
低
の
水
準
に
引
下
げ
ら
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
設
備
投
資
の
不

振
、
個
人
消
費
の
低
迷
、
ま
た
雇
用

調
整
の
進
展
等
に
伴
い
、
長
期
不
況

か
ら
中
々
抜
け
出
せ
な
い
。
政
府
の

総
合
的
な
経
済
対
策
に
よ
る
景
気
回

復
へ
の
期
待
は
あ
る
も
の
の
、
貿
易

摩
擦
激
化
と
円
高
の
進
行
等
が
加
わ
っ

て
、
低
成
長
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。一
方
農
業
問
題
で
は
、
昨
年
十

二

月
の
ガ
ッ
ト
新
ラ
ウ
ソ
ド
農
業
交
渉

に
お
い
て
、
最
後
の
砦
で
あ
る
米
の

部
分
開
放
、
乳
製
品
・
澱
粉
等
の
国

平
成
五
年
度
は
政
治
・
経
済
又
農

業
に
と
っ
て
激
動
の
一
年
で
あ
っ
た
。

長
引
く
景
気
停
滞
の
な
か
で
個
人
消

費
・
設
備
投
資
と
も
に
低
迷
が
続
き
、

雇
用
情
勢
の
悪
化
な
ど
、
生
活
環
境

は
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
る
農
業
に

お
い
て
は
米
の
大
凶
作
に
よ
り
二
〇

0
万
屯
に
及
ぶ
米
の
緊
急
輸
入
が
予

測
さ
れ
る
大
変
な
事
態
と
な
っ
た
。

又
、
十
二
月
に
は
ガ
ッ
ト
新
ラ
ウ
ソ

ド
農
業
交
渉
に
お
い
て
は
、
米
の
部

分
市
場
開
放
ミ
ニ
ア
ム
ア
ク
セ
ス
の

受
入
を
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
乳
製

品
・
で
ん
粉
の
関
税
化
、
牛
肉
・
オ

レ
ソ
ジ
の
関
税
の
引
下
げ
な
ど
農
産

物
の
全
面
自
由
化
へ
の
道
を
拓
い
た

こ
と
で
米
を
は
じ
め
と
す
る
我
が
国

の
農
業
に
大
き
な
打
撃
と
な
る
こ
と

が
憂
慮
さ
れ
る
。

町
内
の
農
産
物
に
つ
い
て
は
全
体

、.＇，＇,＇、＇‘、.|'，‘

境
措
置
の
撤
廃
、
牛
肉
オ
レ
ソ
ジ
の

ほ
か
段
階
的
な
関
税
の
引
下
げ
（
ミ

ニ
ア
ム
ア
ク
セ
ス
）
の
受
入
を
決
め

た
事
に
よ
り
日
本
の
農
業
の
置
か
れ

た
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
き
て
い

る
。
今
後
の
地
域
営
農
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
い
て
生
産
基
盤
の
整
備
と
土

作
り
対
策
、
ハ
ウ
ス
施
設
化
に
も
力

を
入
れ
て
、
高
品
質
・
低
コ
ス
ト
生

産
を
基
本
と
し
て
、
各
作
物
の
振
興

に
努
め
る
。

尚
、
金
融
事
業
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
金
融
機
関
と
し
て
資
金
力
の
増

強
、
機
能
の
充
実
、
共
済
事
業
に
つ

い
て
は
障
害
保
障
の
拡
充
、
購
買
事

業
に
つ
い
て
は
生
産
•
生
活
資
材
供

給
の
ほ
か
、
組
合
員
各
位
の
ご
協
力

と
関
係
機
関
の
ご
指
導
を
得
て
、
各

事
業
の
推
進
に
努
力
す
る
。

と
し
て
減
収
と
な
っ
た
が
、
そ
の
な

か
で
夏
秋
き
ゅ
う
り
は
販
売
高

一
億

二
千
四
百
万
円
で
良
い
成
績
を
挙
げ

る
こ
と
が
出
来
た
。
尚
、
金
融
の
自

由
化
に
伴
う
影
響
な
ど
運
営
に
つ
い

て
も
厳
し
い
状
況
の
中
で
推
移
を
し

た
が
、
関
係
機
関
の
ご
指
導
と
組
合

員
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
事
業
を
進

め
る
こ
と
が
出
来
た
。
以
下
各
事

業
に
つ
い
て
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

重
点
実
施
事
項

一
、
施
設
導
入
事
業
き
ゅ
う
り
ハ

ウ
ス
施
設
県
•
町
補
助
事
業

二
千
万
円

二
、
資
金
力
の
増
強
貯
金
高
四
十

七
億
一
千
五
百
三
十
三
万
円

三
、
長
期
共
済
新
契
約
二
十
五
億

一
千
二
百
四
十
三
万
円

四
、
農
林
会
館
の
増
築
、
雨
涌
補
修
、

冷
暖
房
施
設
更
新
三
千
万
円

／ヽノ＇、＇‘、
r
rヽ
ヽヽ

期
末
貯
金
高

二
十
五
億

重
点
実
施
事
項

一
、
資
金
力
の
増
強

五
十
一
億
円

二
、
長
期
共
済
新
契
約

円

三
、
施
設
導
入
事
業
冷
蔵
庫

O・

五
坪
三
基
（
一
、

0
五

0
千

円）

四
、
栗
生
産
団
地
推
進
事
業
間
縮

伐
、
病
害
虫
防
除
（
一
、
八
三

0
千
円
）

五
、
高
能
率
生
産
体
制
整
備
事
業

水
田
営
農
確
立
対
策
事
業
（
九

三
九
千
円
）

六
、
和
牛
子
牛
生
産
事
業
和
牛
子

牛
共
励
会
（
二
五

0
千
円
）

七
、
桑
園
生
産
向
上
対
策
事
業
新

植

、

改

植

共

同

桑

園

管

理

（
六
七
七
千
円
）
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スギ（オキノヤマ）14年生(S.56. 3．造林）タテ1.6mヨコ1.4m

今岡安盛氏所有、汗生（宇和川警察官駐在所前）

枝打6. 8. 10. 12. 14年時計6回

生産目標に合った保育により価値ある山林を作ろう

税
金
と
聞
く
と
何
や
ら
頭
の
痛
い

話
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

林
業
に
関
す
る
限
り
そ
れ
ほ
ど
心
配

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

そ
の
概
要
を
三
回
に
分
け
て
簡
単
に

紹
介
し
ま
す
。
一
回
目
は
所
得
税
、

続
い
て
相
続
税
、
贈
与
税
の
予
定
で

す。
な
お
、
林
業
に
関
す
る
税
金
は
、

各
種
の
特
例
措
置
に
よ
り
税
額
の
大

幅
な
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
、
こ
れ

か
ら
紹
介
す
る
の
は
軽
減
措
置
を
受

け
た
場
合
の
事
例
で
す
。

＊
所
得
税
に
つ
い
て

山
林
所
得
と
は
、
五
年
以
上
保
有

し
た
山
林
（
林
地
は
含
ま
な
い
）
の
伐

採
、
譲
渡
に
関
す
る
所
得
を
い
い
、

他
の
所
得
と
合
算
せ
ず
単
独
で
所
得

計
算
を
行
い
ま
す
。

図
に
示
す
と
お
り
上
記
の
所
得
か

ら
、
伐
採
搬
出
等
の
経
費
、
こ
れ
ま

で
の
育
林
経
費
（
立
木
収
入
の
四
〇

％
注
①
）
を
除
き
、
さ
ら
に
森
林

計
画
特
別
控
除
（
立
木
収
入
の
二
〇

％
注
②
）
し
、
最
後
に
特
別
控
除

五
0
万
円
を
差
し
引
い
た
残
額
が
課

税
対
象
の
山
林
所
得
で
す
。

次
に
税
額
計
算
は
所
得
の
超
累
進

課
税
を
緩
和
す
る
た
め
、
他
の
所
得

と
分
離
し
た
う
え
、
山
林
所
得
を
五

分
の
一
に
し
た
金
額
に
、
所
得
税
の

税
率
を
適
用
し
そ
の
額
を
五
倍
し
た

金
額
に
よ
り
税
額
を
計
算
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
山
林
の
所
得
税
計
算

は
大
幅
に
軽
減
さ
れ
た
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

（
注
意
）

①
概
算
経
費
控
除
と
い
い
、
植
林

か
ら
伐
採
ま
で
に
要
し
た
育
林
経

費
計
算
方
法
の
一
っ
で
、
立
木
収

入
金
額
の
四

0
％
を
育
林
経
費
と

み
な
す
こ
と
が
で
ぎ
ま
す
。
た
だ

し
、
十
五
年
前
か
ら
所
有
し
て
い

る
山
林
の
み
当
て
は
ま
り
ま
す
。

②
森
林
計
画
特
別
控
除
と
は
、
森

林
施
業
計
画
に
基
づ
い
て
山
林
を

伐
採
、
譲
渡
し
た
場
合
、
立
木
収

入
金
額
の
二

0
％
を
控
除
で
き
ま

す。

③
補
助
金
は
、
総
収
入
に
は
含
め

ま
せ
ん
。

林
業
改
良
指
導
員

税

金

な

ん

て

恐

く

な

い

ー柑
JI

,------------------------------------------------------------------------------------胃------------------------------------------------------------------------------------9 : : 
山林所得の計算方法 ・

9 -=-所得税額の計算方法

所得税

丸

太

運

搬

等

経

費

伐

採

．

搬

出

の

販 立

売

収

木

収

-----------, 
画森：
控林！（立木収入の20%)
除計：

---------, 

／→[］ 
しー・ー・・・------- ----- ---· --·--···-·····- ·····----・ ・・ ー・ ・ - -··· --· --··----·--·----·--· ·· ··l·-··-·······-·-····--···-·-··-- ・・・・・・--·-··--··---・・・・— 0 ・・・ー ・・・・ー・・・ --·----·--··---·i

入

入

（立木収入の40%)

課税所得の金額

2000万円を超える金額
50% 

1000万円を超え2000万円以下
40% 

600万円を超え1000万円以下
30% 

300万円を超え600万円以下
20% 

300万円以下の金額
10% 

の税率

1 
x-X所得税率X 5＝所得税額
5 
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！ 
！ 優良材生産は直材づくりから．I 椎茸生産はクヌギ林造成から．I ~ 

i 平成6年4月27日 1肱川町森林組合乾椎茸相場表 I l t 

！ ！ 県森連市況！ 大洲木市より （単位面当り：円） 市 売 日…平成6年 4月26日販売数呈• • •936ケース 18,000ば ！ 
！ スギヒノキマッ 平均単価 4,179円 ！ 
！長さ末口径 その他銘柄別単価 ！ 

直曲がり直曲がり 直i 7cm下本 428本 230本 589本 400 松パルプ 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場

} 8 cm上本 460本 (480)本 988本 (712) 末口 7cm こうこ 5,500~6,800 保特用大 4,300~4,700 強 l 
; 14 m[l3 cm上26,500 1 -1 50, 500 1 -11scm上20,000長さ 1.8m i 18 cm上20,000 -43,000 -4C!D上27,000

9,500円／m・ 大厚 6,300~7,500 強特用中 5,000~6,000 強 t

2 4 cm上20.500 I -I 43, ooo I -l30cm上35,000 中 厚 6,200~7,000 強特用中小 4,900~5,800 強 ！ 
! 7 cm下本 200本 110本 203本 135 雑バルフ。 中小厚 4,600~5,700 保特用小 3,800~4,500 強 ！ 
t I Is cm上本 330本 (330)本 400本 (406) 末口 7cm 小 厚 3,200~4,500 保大 パレ 3,100~3,800 強 ！ 
! 3m  ll cm上16,600 27,100 長さ 1.8m 

13 cm上26,ooo I -142, 500 I -11scm上20,00012,600円／m暴 大 ウス 5,700~6,500 強中 パレ 3,000~3,60() 強？

i 18 cm上20,000 -42,300 -4C!D上24,000
！ 

中ウス 6,200~7,000 強小 パレ 2,400~3,500 強 ！ 
i 24 cm上 18000 - 30叫： 中小ウス 4,800~6,000 保 、ジャミパレ 800~2,300 弱

7 cm下本 100本一本 100本ー バ リ材
} 2m  8 cm上本 120本一本 120本ー （松・杉・桧 小ウス 2,600~3,800 保変 形 2,000~3,200 弱 i
9 16 cm上 12,000 -22,000 -13C!D上 末口 3~ 7 cm） ジャミ 1,500~2,400 弱色悪ウス 1,200~2,300 弱 ！ 

30 cm上 C!D上
長さ 2.0m 

! i 6 m 13 cm上27,300 76,000 
どんこ大 6,700~7,100 強色悪パ レ 1,000~2,800 弱 ！ 

1 8 cm -11 23, ooo I I 59, ooo どんこ中 3,800~5,200 保小 粒 1,000~2,200 弱 ！ 
！ 特選 271,000 どんこ小 2,800~3,700 保スライス 1,500~5,000 強 ！ 

t i 足 場 1m当たり 70円～160円 本 180円 概要本年の作柄を反映し、品薄感の出ている大葉、中葉のウ ス物、パレ葉 t 
杉、入荷依然多く中目弱保合。 が強くなった。厚肉、どんこ（大、中）は保合。小葉（ウス、バレ）で重

｝ 備考 桧、呈の減少から売行良好。
｝ 松、保合。

い物、格外は弱い。

！ 袋かけをした物は、業者間で競ってほしがっている様子ですo l 
l--------------------------------------------------------_, 

農業改良資金のあらまし
これから農業経営をはじめるときには一

く青年農業者等育成確保資金＞

たとえば、

［無利子で貸付！一一応援します！あなたの農業 I

新しい技術を取り入れたり、生産のやり方を改善しようとす

るときには

• 新しく、または親から独立して農業経営をはじめたいとぎ

●農業者大学校や国内 • 海外の先進農家に滞在して、農業技

く生産方式改菩資金＞

たとえば

●稲作の省力化のため、新しく機械・施設を導入したいとぎ

●果物や野菜・花の品質を向上させるため、新しくハウスや術などを勉強したいとき

機械を導入したいとき●パソコソを利用して農業技術や経営を勉強したいときなど

快適な生活環境をつくろうとするときに

く農家生活改菩資金＞

●牛乳の品質を向上させるため、乳牛を購入したり、搾乳施

設を導入したいとき

たとえば、

●女性や高齢者の方が、グループで農産加工や民芸品づくり・

特産物づくりをしたいとき

●生産組織で農業をはじめるため、新しく機械・施設を導入

したいとき

●有機農業をはじめるため、新しく機械・施設を導入したい

●共同で、生活排水施設や、し尿浄化施設などを設置したい とき、など

とき、など

経営の規模を拡大したいときにも―

く経営規模拡大資金＞

●農用地を借りて規模拡大をしたいとき（小作料の一括前払

い経費、肥料・農薬等の経費）

〔貸付事例〕

--------借受目的 資 金 名 道入機械・麗設
［r稲ミ;ミ作ぅ~農家,QJ ―、 水稲の規模拡大 水田農業生産性 ・コソバイソ

(6 ha) ・トラクター

省力化
向上等資金 •田植機

［三野菜農公家J
野菜（だいこん、 ・・調台製車作業場
にんじん） 野菜生産高度化
出荷調製作業の 資金

・フォークリフ ト
・ローラーコソ

省力化 ベア等
〔青年農業社〕

．・鉄胃骨塁ハウス

;、） 農業経営（花き） 青年農業者等育
の開始 成確保資金 ・• かん式暖水房装防機置除機等

借 点又 額

750万円 X80%
=600万円

％ 1,650万円 X80 
=1,320万円

1,800万円

償還期間 年平均償還額

7年
86万円

（うち据置 1年）

7年
（うち据置 1年）

190万円

10年
180万円

（うち据置 3年）
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⑨
R
畠
R
⑯
防
ぎ
ま
す
。

一
野
菜
＿
う
心
二
い
〗
旦
い9
9
[

半
促
成
き
ゅ
う
り
草
勢
維
持
の
ポ
イ
ス
内
が
乾
燥
す
る
と
ア
プ
ラ
ム
シ
類

や
ハ
ダ
ニ
類
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ハ
ウ
ス
き
ゅ
う
り
は
、
定
植
し
て
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
害
虫
の
発
生
に

か
ら
約
ニ
カ
月
た
ち
、
親
づ
る
の
摘
は
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

芯

後

果

実

の

着

果

・

肥

大

が

促

進

さ

（

大

洲

農

業

改

良

普

及

所

技

師

れ
て
、
一
時
的
に
栄
養
生
長
が
弱
く
萩
原
佳
津
）

な
っ
て
い
る
時
で
す
。

こ
の
時
期
に
水
や
肥
料
が
不
足
す

る
と
親
づ
る
の
果
実
は
も
ち
ろ
ん
、

子
づ
る
の
果
実
ま
で
曲
が
っ
た
り
、

肩
太
り
尻
細
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
さ
ら
に
中
ー
上
段
の
子
づ
る
の

生
育
や
孫
づ
る
の
発
生
が
著
し
く
抑

制
さ
れ
、
雌
花
（
果
実
）
の
肥
大
速
度

に
養
水
分
が
追
い
つ
か
ず
流
れ
果
が

多
発
し
、
益
々
草
勢
が
弱
く
な
り
ま

＂
す
。
早
め
に
草
勢
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
が
肝
心
で
、
新
芽
（
子
づ
る
、

孫
づ
る
）
の
動
き
や
幼
果
の
生
育
を

日
頃
か
ら
よ
く
見
て
、

摘
芯
．
摘
果

・

摘
葉
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

特
に
半
促
成
型
は
流
れ
果
の
発
生

が
多
く
な
り
が
ち
な
の
で
、
親
づ
る

に
連
続
し
て
着
果
し
て
い
る
果
実
は
、

曲
が
り
果
や
尻
細
果
を
中
心
に
積
極

的
に
摘
果
し
て
樹
勢
の
維
持
に
努
め

ま
す
。
追
肥
は
窒
素
肥
料
の
成
分
量
で
十

a
当
た
り
一
ー
ニ
柊
（
液
肥
二
号
を

十
ー
十
五
叫
）
を
ニ
ー
四
日
間
隔
で

こ
ま
め
に
追
い
込
み
、
灌
水
は
畦
土

が
十
分
に
湿
っ
た
状
態
で
管
理
し
ま

ま
た
、
き
ゅ
う
り
の
蒸
散
作
用
が

旺
盛
で
根
か
ら
の
養
水
分
の
供
給
が

間
に
合
わ
な
い
場
合
に
は
通
路
へ
の

散
水
を
行
い
、
ハ
ウ
ス
内
の
乾
燥
を

一

水

稲

一

普
通
期
水
稲
の
初
期
管
理

五
月
下
旬
ー
六
月
植
え
の
水
稲
で

は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
生
育
の
健

全
化
を
図
り
ま
す
。

一

、

基

肥

基
肥
量
は
窒
素
成
分
で
一
〇
ア
ー

ル
当
た
り
四
槌
を
目
安
と
す
る
が
、

圃
場
の
地
力
に
応
じ
て
加
減
し
ま
す
。

基
肥
が
多
す
ぎ
る
と
過
繁
茂
と
な
り
、

軟
弱
で
病
気
に
弱
く
な
り
ま
す
。

二
、
植
付
け
の
目
安

一
株
当
た
り
の
植
付
け
本
数
は
一
＿
―

ー
四
本
と
し
ま
す
。
欠
株
を
恐
れ
て

多
く
植
付
け
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、

本
数
が
多
く
な
る
と
よ
わ
い
分
げ
つ

が
発
生
し
生
育
が
不
安
定
と
な
り
ま

す
。
五
％
以
内
の
欠
株
は
収
量
へ
の

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

三
、
除
草
剤
の
適
正
使
用

湛
水
処
理
除
草
剤
で
は
水
深
を
一
―
―

ー
五

cm
と
し
て
、
水
ロ
・
水
尻
を
ふ

せ
ぎ
、
水
の
移
動
を
止
め
て
か
ら
散

布
し
ま
す
。
処
理
後
三
日
は
堪
水
状

態
に
保
ち
、
か
け
流
し
や
田
面
露
出

の
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

四
、
水
管
理

活
着
後
は
浅
水
管
理
と
し
、
気
饂

が
高
く
な
る
と
早
め
に
間
断
か
ん
水

一

果

樹

の

管

理

こ

ゆ

ず

0

ソ
ウ
カ
病

常
発
園
に
お
け
る
基
本
的
な
薬
剤

防
除
の
時
期
は
、
発
芽
直
後
（
四
月

中
下
旬
）
、
落
花
時
期
（
五
月
下
旬
）
、

梅
雨
期
（
六
月
下
旬
）
の
三
回
で
す
が
、

こ
の
時
期
の
防
除
は
幼
果
へ
の
感
染

を
阻
止
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
毎

年
発
病
が
見
ら
れ
る
園
で
は
必
ず
防

除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
薬
剤
は
ベ
ソ

レ
ー
ト
（
水
）
二

0
0
0倍
、

ト

ッ
プ

ジ
ソ

M
（
水
）
一
五

0
0倍
、
フ
ロ
ソ

サ
イ
ド
（
水
）
二

0
0
0倍
な
ど
を
用

い
て
下
さ
い
。
こ
の
時
期
は
灰
色
カ

ビ
病
と
の
同
時
防
除
も
兼
ね
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

0

黒
点
病

本
病
の
発
生
は
、
樹
冠
の
枯
れ
枝

量
と
降
雨
量
が
密
接
に
関
係
す
る
の

で
、
薬
剤
防
止
と
同
時
に
園
内
管
理

の
徹
底
が
重
要
で
す
。
薬
剤
防
除
は
、

五
月
下
旬
ー
六
月
上
旬
の
梅
雨
入
り

前
に
第

一
回
目
の
防
除
を
行
い
ま
す
。

そ
の
後
は
二

0
0
ミ
リ
の
降
雨
ご
と

に
散
布
を
繰
り
返
し
ま
す
。
薬
剤
は

ジ
マ
ソ
ダ
イ
セ
ソ
（
水
）
六

0
0倍、

エ
ム
ダ
イ
フ
ァ
（
水
）
六

0
0倍
、
有

機
銅
（
水
）
八

0
％
の
八

0
0倍
な
ど

を
用
い
ま
す
。

大
洲
農
業
改
良
普
及
所

＿

畜

産

―

「
平
成
五
年
度
乳
質
検
査
結
果
」

平
成
五
年
度
乳
質
検
査
結
果
（
細

菌
数
・
体
細
胞
数
・
無
脂
固
形
分
率
．

乳
脂
率
）
を
、
今
回
は
、
大
洲
喜
多

菊
池

を
行
い
ま
す
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
技
師

弓
達
隆
）

明

峯
下
寿
樹

郡
全
体
の
事
を
、
平
成
四
年
度
と
の

比
較
で
書
い
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

①
細
菌
数
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
と

同
じ
程
度
で
一
〇
ー
ニ

0
万
の
間
を

推
移
し
て
い
ま
す
。
夏
場
に
若
干
高

め
に
な
る
よ
う
で
す
。

②

体
細
胞
数
に
つ

い
て
は
、

昨
年
度

よ
り
は
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
や

は
り
、
夏
場
が
か
な
り
高
め
に
な
っ

て
い
ま
す
。
夏
場
に
高
く
な
る
の
は
、

ゃ
む
を
え
な
い
事
と
は
思
い
ま
す
が
、

注
意
し
と
し
て
下
さ
い
。

③
無
脂
固
形
分
率
に
つ
い
て
は
、
昨

年
よ
り
、
若
干
悪
い
結
果
と
な
っ
て

い
ま
す
。
七
ー
十
月
そ
し
て
冬
場
が

悪
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

も
や
は
り
、
夏
場
が
問
題
で
す
。

④
乳
脂
率
に
つ
い
て
は
、
昨
年
よ
り

良
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
も
、
夏
場
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
六
月
頃
か
ら
悪
く
な
り
、
七
ー

八
月
と
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
暑
い
時
期
に
な
り
ま

す
し
、
ど
の
成
分
を
見
て
も
夏
場
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
対

策
を
私
も
考
え
ま
す
し
、
皆
様
も
注

意
し
と
い
て
下
さ
い
。

ま
た
、
乳
量
に
つ
い
て
で
す
が
、

大
洲
喜
多
郡
全
体
で
見
る
と
、
夏
場

に
減
少
し
、
冬
場
に
増
加
し
て
行
く

と
い
う
、
モ
デ
ル
的
な
グ
ラ
フ
に
な

り
ま
す
が
、
個
々
で
見
た
場
合
、
モ

デ
ル
的
な
人
、
一
年
を
通
し
一
定
の

人
、
冬
場
に
減
少
す
る
人
な
ど
、
様
々

な
人
が
い
ま
す
の
で
、
後
日
、
何
か

の
会
の
時
に
で
も
、
乳
成
分
・
乳
量

の
票
を
配
布
し
ま
す
が
、
自
分
は
ど

う
い
う
パ
タ
ー
ソ
か
、
今
年
の
分
娩

計
画
は
ど
う
か
な
ど
、
考
慮
し
て
、

計
画
を
立
て
て
見
て
は
と
思
っ
て
い

ま
す
。

大
洲
農
業
改
良
普
及
所

6
月
1
日
（
水
）
中
津
方
面

6
月
2
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

6
月
7
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

6
月
8
日
（
水
）
岩
谷
方
面

6
月
9
日
（
木
）
大
谷
方
面

6
月
14
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

6
月
15
日
（
水
）
中
津
方
面

6
月
16
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

6
月
21
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

6
月
22
日
（
水
）
岩
谷
方
面

6
月
23
日
（
木
）
大
谷
方
面

6
月
28
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

6
月
29
日
（
水
）
中
津
方
面

6
月
30
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

6
月
醤
油
配
達
予
定
表

6
月
3
日
（
金
）
大
谷
方
面

6
月
10
日
（
金
）
岩
谷
・
小
藪
方
面

6
月
17
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

6
月
24
日
（
金
）
予
子
林
方
面

L
P
G
配
達
予
定
表

6
月
2
日
（
木
）
大
屋
敷
・
大
乎

6
月
4
日
（
土
）
上
石
丸
・
師
走
野

下
小
藪
・
中
野

6

月
8

日
（
水
）
藤
野
原
•
町

6
月
10
日
（
金
）
八
重
栗
・
上
森
山

大
成
・
正
山

6
月
13
日
（
月
）
久
保

6
月
15
日
（
水
）
嵯
峨
谷
・
見
野
越

月
野
尾
・
京
造

6
月
17
日
（
金
）
中
津
・
小
倉

6
月
18
日
（
土
）
広
常
・
影
地

6
月
20
日
（
月
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久
下

樋
野
ロ
・
汗
生

6
月
22
日
（
水
）
白
石
・
上
小
藪

中
小
藪

6
月
24
日
（
金
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄

道
野
尾
・
赤
岩

6
月
27
日
（
月
）
大
駄
場
・
柳
・
郷

瓜
生
谷

6
月
29
日
（
水
）
全
敷
水
・
菟
野
尾



＠過。領） 一 躙躙 (16)

砂匁匹益ふ囚ユ這遺山恥”
※※烹・り改※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
※※※※※※※※※※※※※※※※烹・
ぶ辛辛苓吋春吻野草呼唖-iHf.,炭※※※※※硲 認峯認認認塙

1
0
9
 粂

し
(
)
、
?
! t 

ジエビネ（エピネ）

ジエビネ（エビネ）の花びらは暗紫褐
色で、唇弁は淡紅色である。唇弁全
体はだ円状をしている

町
内
丸
山
公
園
で
し
ゃ
く
な
げ
の
花

が
終
わ
っ
た
後
、
白
や
黄
色
の
見
事
な

花
を
咲
か
せ
私
達
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
エ
ビ
ネ
。

趣
味
の
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
、
根
強

い
人
気
の
あ
る
花
で
す
。

家
庭
で
栽
培
す
る
の
も
比
較
的
簡
単

な
花
で
す
の
で
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

草
姿
が
一
般
の
山
野
草
よ
り
大
き
く
、

根
が
長
く
伸
び
る
の
で
、
五

i
六
号
の

深
鉢
を
使
用
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

用
土
は
特
に
選
び
ま
せ
ん
。
各
地
で

編集•発行

肱川町公民館
B (0893) 34-2307 

入
手
で
き
る
固
芸
用
土
で
つ
く
れ
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
赤
玉
土
と
各
地
産
山
砂

類
の
混
合
用
土
、
ボ
ラ
士
の
単
用
、
ボ

ラ
土
と
赤
玉
土
の
混
合
用
土
、
市
販
の

プ
レ
ソ
ド
用
土
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
ま

す。
な
お
、
水
は
け
を
よ
く
す
る
た
め
に
、

鉢
底
に

一
0mm
以
上
の
砂
礫
を
、
高
さ

三
Cm

く
ら
い
入
れ
て
お
き
ま
す
。
エ

ビ

ネ
の
栽
培
に
は
、
水
は
け
が
よ
く
、
保

水
力
と
通
気
性
の
あ
る
培
養
士
の
ほ
う

が
つ
く
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

植
え
つ
け
は
、
春
の
開
花
中
か
開
花

直
後
あ
る
い
は
秋
が
理
想
的
で
、
球
茎

を
そ
の
高
さ
の

2
分
の

1
ー

3
分
の

1

く
ら
い
地
表
に
出
し
て
、
翌
年
の
新
芽

が
な
る
べ
く
鉢
の
中
央
に
納
ま
る
よ
う

に
し
ま
す
。

〈
置
き
場
〉
強
い
日
ざ
し
の
当
た
る
場

所
を
避
け
、
寒
風
か
ら
守
れ
る
場
所
に

置
き
ま
す
。
春
か
ら
秋
ま
で
は
、
高
い

樹
木
の
下
か
、
北
側
の
軒
下
が
適
し
て

い
ま
す
。

雨
降
り
の
際
に
は
、
泥
が
は
ね
て
エ

ビ
ネ
の
葉
に
つ
か
な
い
よ
う
に
、
コ
ソ

ク
リ
ー

ト
プ
ロ
ッ
ク
や
木
箱
の
上

に
鉢

を
の
せ
て
や
り
ま
す
。

冬
は
、
棚
下
に
置
く
か
、
樹
木
の
下

に
鉢
ご
と
埋
め
て
、
落
ち
葉
を
か
け
て

小
枝
を
何
本
か
の
せ
て
お
き
ま
す
。
そ

し
て
、
翌
春
、
早
咲
き
の
ス
ミ
レ
が
咲

く
こ
ろ
に
、
鉢
を
元
の
枷
i

き
場
へ
戻
し

ま
す
。
寒
冷
地
で
は
、
室
、
フ
レ
ー
ム
、

屋
内
の
土
問
な
ど
に
鉢
を
取
り
込
み
ま

す。

〈
水
や
り
〉
鉢
の
表
土

が
乾
い
た
ら
、
鉢
の
底

か
ら
流
れ
出
る
ま
で
、

た
っ
ぷ
り
と
水
や
り
し

ま
す
。
夏
は
一
日
一
回
、

冬
は

一
週
間
に
一
ー
ニ

回
く
ら
い
を
目
安
に
鉢

の
乾
き
具
合
を
見
て
、

暖
か
い
時
間
に
与
え
ま

す
。
冬
は
水
切
れ
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

〈
施

肥

〉
エ
ビ
ネ
は
肥
料
を
好
み
、

ほ
と
ん
ど
肥
料
負
け
し
ま
せ
ん
。
開
花

中
は
不
要
で
す
が
、
花
後
に
液
体
肥
料

を
週
に

一
回
の
割
で

二
？
三
回
施
し
、

九
月
中
旬
こ
ろ
か
ら
発
酵
油
か
す
の
固

形
肥
料
を
五
号
鉢
で
キ
ャ
ラ
メ
ル
大
二

個
の
置
き
肥
を
し
ま
す
。

秋
に
は
、
規
定
の

一
0
倍
以
上
に
薄

め
た
液
体
肥
料
を
水
や
り
代
わ
り

に
や

る
の
も
よ
く
、
こ
の
ほ
う
が
エ
ビ
ネ
の

成
長
に
は
効
果
が
あ
り
ま
す
。

〈
植
え
替
え
〉
植
え
替
え
は
一
？
二
年

に
一
回
、
花
後
ま
た
は
秋
に
行
い
ま
す
。

そ
の
際
、
粒
状
の
化
成
肥
料
を
五
号
鉢

で
茶
さ
じ

一
杯
を
用
土
に
混
ぜ
て
お
く

と
、
追
肥
の
手
問
が
省
け
ま
す
。

キエビネ

花びらも唇弁もともに黄色で、他種

より花は大きい。花数は少ない
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ナイターソフト開幕（上鹿野川 B対赤岩橋戦でスタート）

第
二
十
二
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
が
五
月
九
日
（
月
）

か
ら
町
民
運
動
場
で
開

慧
し
ま
し
た
。

今
年
は
、

I
部
リ
ー
グ
九
チ
ー
ム
、
II
部
リ
ー
グ
十
チ
ー
ム

、
合
計
十
九
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
い
ま
す
。
試
合
日
は
、
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
で

一
日
二
試
合
を
七

月
中
旬
ま
で
行
う
予
定
で
す
。

こ
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
は
選
手
の
年
齢
制
限
は
な
く
、
女
性
の
参
加
を
認

め
て
い
る
（
但
し
学
生
は
不
可
）
、
幅
広
い
大
会
で
す
。

選
手
の
み
な
さ
ん
、
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に
頑
張

っ
て
下
さ
い
。

第23回

鹿野川川柳大会
一

位

松

山

市

菅

野

華

泉

二

位

野

村

町

兵
頭
ま
も
る

三
位

今

治

市

渡

辺

南

奉

四

位

野

村

町

井

関

は

る

え

五

位

野

村

町

篠

藤

象
心

米
札
束
を
見
せ
る
と
米
が
そ

っ
と
出
る

挑

む

良
し
悪
し
は
向
う
が
選
ぶ
体
あ
た
り

も
う
明
日
の
献
立
思
う
し
ま
い
風
呂

明

日

片
手
問

片
手
間
の
煙
草
屋
さ
ん
で
い
つ
も
留
守

漫

画

人
様
の
不
幸
を
漫
画
に
は
す
ま
い

有
り
っ
た
け

あ
り
っ
た
け
尽
く
し
て
母
は
ま
だ
悔
い
る

0
総
合
順
位

談

合

カ
ル
テ
ル
も
談
合
も
な
い
乳
搾
る

肩
入
れ

O
B
の
肩
入
れ
時
に
怒
鳴
り
つ
け

フ
ァ
イ
ト

フ
ァ
イ
ト
フ
ァ
イ
ト
学
資
を
稼
ぐ
皿
洗
い

闘熾入詞
～つりはし川柳会～

休掲し 川な
み載た柳 つ今
ししの 大て回
ま川で会おは
す柳‘がり‘
°入そ開ま例
門の催す 年
は内さ鹿恒
‘容れ野例
おをま川と

四
月

二
十
九
日
第

二
十
三
回
鹿
野
川

川
柳
大
会
が
肱
川
町
公
民
館
で

‘
1
0

二
人
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

神

楽

幽
玄
か
神
秘
か
心
打
つ
神
楽

0
顆
目
別
最
高
得
点
作
品

松

山

市

酒

井

健

晴

作

肱

川

町

河

野

木

寸

作

野

村

町

井

関

は

る

え

作

肱

川

町

堀

尾

末

未

作

今
治
市

馬

越

春

樹

作

今

治

市

月

原

宵

明

作

野

村

町

兵

頭

ま

も

る

作

松

山

市

菅

野

華

泉

作

肱

川

町

堀

尾

末

未

作

広

見

町

中

川

寿

作
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私
は
、
現
在
妻
と
二
人
で
乳
牛
四

0
頭
を
飼
育
し
て
る
酪
農
の
専
業
農

家
で
す
。

酪
農
家
の
場
合
、
毎
日
の
搾
乳
が

あ
る
の
で
朝
と
夜
は
大
変
で
す
。
時

期
的
に
は
飼
料
の
刈
り
取
り
、
サ
イ

ロ
詰
、
播
き
付
け
の
重
な
る
五
？
六

月
と
九
ー
十
月
が
特
に
忙
し
く
な
り

ま
す
。
そ
れ
と
今
ま
で
は
四
人
の
子

供
達
も
小
学
生

の
間
は
毎
晩
牛

で

舎
の
手
伝
い
を

し
て
く
れ
た
の

で

随

分

と

助

か

っ

い

山

ー

た
の
で
す
が
三

4

c域

2
 

月

で

小

学

校

も

く

卒

業

な

の

で

こ

紬

9

れ
か
ら
は
あ
ま

>
[
O(

に
よ
る
子
牛
、

廃
牛
の
価
格
低

下
な
ど
あ
ま
り
景
気
の
い
い
話
は
聞

け
ま
せ
ん
。
今
は
生
き
残
り
を
か
け

て
一
頭
当
た
り
の
乳
量
ア
ッ
プ
や
、

自
給
飼
料
に
よ
る
低
コ
ス
ト
経
営
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す。
今
私
は
、
分
館
主
事
を
や
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
断
る
事
も
で

ぎ
ず
お
引
ぎ
受
け
し
て
早
く
も
一
年

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
何
の
工
夫
も
な
く
計
画
さ
れ
た

事
を
た
だ
消
化
す
る
だ
け
で
終
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
役
員
の
皆
さ
ん

を
始
め
地
域
の
方
々
の
暖
か
い
御
協

力
と
御
支
援
に
よ
り
い
い
形
で
活
動

で
ぎ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は
小
学
校
に
と
っ
て

も
地
域
に
と
っ
て
も
待
望
で
あ
っ
た

体
育
館
が
完
成
致

し
ま
し
た
。
今
後

は
、
社
会
体
育
の

場
と
し
て
、
公
民

館
行
事
に
も
大
い

雄

に
利
用
さ
せ
て
い

武

地影
永

た

だ

き

な

が

ら

、

冨

行

事

も

い

ろ

い

ろ

工
夫
し
て
よ
り
充

実
し
た
活
動
が
で

き
る
様
に
皆
ん
な

／
 ]

←〗
誓
〗

多
く
忙
し
い
と
き

も
あ
る
け
れ
ど
忙

し
か
っ
た
、
し
ん
ど
か
っ
た
で
終
ら

ず
自
分
自
身
共
に
成
長
で
き
た
ら
い

い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

R⑲⑥R 
花づくりをされる

みなさんへ

0花の種の購入について

公民館でまとめて購入し

ておりますので、品種・数

量をお電話下さい。

0堆肥等資材について

グループで花づくりをさ

れているみなさんへは、堆

肥等の資材についても公民

館で購入できる場合があり

ますのでご相談下さい。

0 トレーニングセンター
に電話新設

高砂の トレーニ ングセソ

ターに電話を新設しました

のでご利用下さい。

TEL 34-2033 

今
ま
で
に

「
国
際

0
0年
」
と
い
う

言
葉
を
お
聞
き
に
な
っ
た
こ
と
が
お
あ

り
で
し
ょ
う
。
こ
の
国
際

0
0年
は
、

ど
れ
も
十
年
間
継
続
し
ま
す
。
で
す
か

ら
、
国
際
識
家
年
は
今
年
で
三
年
目
、

国
際
先
住
民
年
は
二
年
目
を
迎
え
て
い

る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
今
年
は
、
国
連

が
提
唱
す
る
「
国
際
家
族
年
」
の
ス
タ

ー

ト
の
年
で
す
。

な
ぜ
今
、
家
族
な
の
で
し
ょ
う
か
。

現
在
の
社
会
で
、
家
庭
の
よ
う
す
は
昔

に
く
ら
べ
大
へ
ん
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

核
家
族
・
独
居
老
人
・
単
親
家
庭
・
デ
ィ

ソ
ク
ス
・
農
家
の
嫁
不
足
・
同
棲
や
同

性
同
士
の
同
居
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

社
会
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
、
形
態

が
変
わ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
家
庭
の
質

や
機
能
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
特

に
、
子
供
の
し
つ
け
や
教
育
に
親
が
十

分
な
手
を
入
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
も
一

家
庭
か
ら
は
じ
ま
る

小
さ
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

め人んね題のがまし崩 がやがく集妹 きたくし因
にとならを状‘し‘壊しつ国ガるまな家まのろまで
：しのい考況そた人後かて家夕基りど族 し でのし‘
°てそなえにれ゜間‘しいがガ本で血とた‘味た青
尊れのよ応ぞこら会‘き衰夕的すのは゜地を°少
重ぞでうじれうし社幸まえになご・つ‘ 域次

の
ま年

されすとたのしさ人いすてな単そな夫 文
世
たの

れの゜す家経たに間な .0 いつ位しが婦 化 ‘社
る意老る族済中立がこ くてでてつ・

代
の年会

社見若のの・でち家と こしす‘た親
に
中問

会や男が姿社‘返庭に とまか社も子
危伝
行題

を権女家や会世りに にうら会の．．
、 機ぇ

をな事が
築利家族家・界は目バ もと‘を同兄 招くや深
くが族年族文各じをブ つ地家形士弟 いなお刻
た個みの 問 化国め戻ル な域庭づの姉 てつふ化
........................................................................................................................ -

私
は
、
公
民
館
の
仕
事

に
携
わ
る
ま
で
、
公
民
館

の
活
動
に
つ
い
て
不
勉
強

で
あ
っ
た
。
今
、
そ
の
機

会
を
与
え
ら
れ
い
ろ
い
ろ

と
学
習
中
で
あ
る
。
以
下

記
録
よ
り
抜
粋
す
る
。

公
民
館
の
目
的
は
、
市

町
村
そ
の

他

一
定
区
域
内

の
住
民
の
た
め
に
、
実
生
活
に
即
す
る

教
育
、
学
術
及
び
文
化
に
関
す
る
各
種

の
事
業
を
行
い
、
も
っ
て
住
民
の
教
養

の
向
上
、
健
康
の
増
進
、
情
操
の
純
化

を
図
り
、
生
活
文
化
の
振
興
、
社
会
福

祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
（
社
会
教

育
法
第
二
十
条
）

公
民
館
活
動
の
根
本
精
神
は
、
相
互

理
解
、
す
な
わ
ち
、
自
分
を
愛
す
る
よ

う
に
他
人
も
愛
す
る
と
い
う
人
間
関
係

の
上
に
成
り
立
つ
活
動
で
あ
る
。
子
供

が
大
人
を
尊
敬
し
、
生
き
る
た
め
の
知

恵
を
学
ぶ
。
一
方
、
大
人
は
若
い
人
と

交
わ
り
、
過
ぎ
去
っ
た
青
春
の
息
吹
き

を
再
び
よ
み
が
え
ら
せ
る
。
公
民
館
の

存
在
使
命
は
何
か
。
そ
れ
は
、
「
個
人

と
社
会
を
変
え
る
」
た
め
に
存
在
し
、

公
民
館
職
員
の
第
一
の
責
務
は
、
そ
の

使
命
を
目
に
し
、
耳
に
し
、
そ
し
て
、

そ
れ
と
と
も
に
生
ぎ

て
い
く
と
い
う
心

が
ま
え
が
基
本
で
あ
る
。
住
民
と
対
等

に
つ
き
合
え
る
公
民
館
。

旧
態
依
然
た

る
鎧
を
脱
い
で
、
住
民
感
覚
の
柔
軟
性

を
見
に
つ
け
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
対

応
で
き
る
意
識
改
革
・
体
質
改
善
が
必

要
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
公
民
館
は
、
人
々
が
、
日

常
自
然
に
寄
り
集
ま
り
、
の
ど
を
う
る

お
し
、
人
間
性
を
回
復
さ
せ
る
オ
ア
シ

ス
の
よ
う
な
機
能
を
も
つ
必
要
が
あ
る
。
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郡青年団総会

肱川町青年団総会

郡ソフト ・バドミントン大会息

郡青年団バレーボール大会

第42回青年大会
（バレーボール女子）

トレーニングセンター清掃

肱川分校運動会

町民運動会

第 2回喜多郡町村めぐり
オリエンテーリング

成人式モチツキム

町内文化芸能発表会出演

郡青年団文化祭

劇映画『さくら』上映会索

郡青年団年度末総会

•••青年団だより ・・ ・

苓

四
月
に
役
場
に
入
り
ま
し
た
宮
尾

充
志
で
す
。

役
場
に
入
っ
て
か
ら
一
か
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
こ
の
一
か
月
、
役
場
に

慣
れ
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

何
を
し
た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
ず
、

失
敗
ば
か
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
、
少
し
ず
つ
慣
れ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
早
く
一
人
前
に
な
れ
る
よ
う

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

僕
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
の
が
好

き
な
の
で
、
川
上
野
球
大
会
の
四
月

大
会
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

野
球
を
す
る
の
は
、
久
し
ぶ
り
で
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
僕
が
、
活

躍
す
る
こ
と
は
、
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
楽
し
く
プ
レ
ー
で
ぎ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
も
、
野
球

だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
事
に
参

加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
僕
に
と
っ
て
十
代
最
後
の

一
年
に
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
事
に

挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
ま
だ
ま
だ
学
生
気
分
の

ぬ
け
な
い
僕
で
す
。
多
く
の
方
々
に

ご
迷
惑
を
か
け
る
と
思
い
ま
す
。
自

分
な
り
に
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

去
年
七
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ

た
、
喜
多
郡
青
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
の
時
の
楽
し
く
だ
ん
ら
ん

し
て
い
る
様
子
で
す
。
バ
レ
ー
を

し
て
汗
を
か
い
た
後
の
ジ
ュ
ー
ス

は
、
さ
ぞ
お
い
し
い
こ
と
で
し
ょ

う。
結
果
の
方
は
、
女
子
は
優
勝
し

て
県
大
会
ま
で
い
く
と
い
う
、
す

ば
ら
し
い
成
績
で
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
大
会
も
少
し
で
も
い
い
成

績
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
楽
し
い
で
す
よ
。

汗をかいた後のジュースは、“んーおいしい！”

| 0編集あとばなし0 | 
今年初めて、青年団広報係になった人ばかりで、ど

うしたらいいのか分からず、みんな悩んでいました。

でもそのうち、冗談が飛びかいながらもやっと最初の

青年団だよりーASUKAーが出来上がりました。
これから一年間頑張りたいと思いますので、みなさ

んのご協力をお願いします。

グ／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／

＊ビデオドラマ
『風の吹く日に…』の上映会について＊

明日を見つめて～

^
a
c
e
 

ル
の
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宮尾 充志

▼北九州のスペースワールドでハイチーズ

会場肱川町公民館集会室

日時平成 6年 5月28日（土） 午後 6時00分

午後 6時30分

開場

開演

肱
川
町
青
年
団
国
内
研
修
は
、
北
九

州
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
八
人
の
”
明
日
の

肱
川
を
担
う
若
人
“
が
三
月
五
日
か
ら

七
日
ま
で
研
修
を
し
ま
し
た
。

研
修
地
の
門
司
少
年
自
然
の
家
で
は
、

海
に
面
し
て
見
晴
ら
し
の
い
い
キ
ャ
ソ

プ
場
や
宿
泊
施
設
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
八
幡
区
の
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー

ル
ド
ヘ
行
き
、
地
上
か
ら
六
十

m
の
高

さ
で
六
十
度
の
傾
斜
角
度
の
コ
ー
ス
を

走
る
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
り
我
々

の
五
臓
六
腑
を
刺
激
し
ま
し
た
。

ま
た
、
名
物
梅
ヶ
枝
餅
を
売
る
店
が

並
ぶ
参
道
を
歩
き
、
広
い
神
域
で
”
お

み
く
じ
“
を
眺
め
て
い
た
太
宰
府
天
満

宮
な
ど
、
二
泊
三
日
で
お
も
い
っ
き
り

北
九
州
を
し
ま
し
た
。
来
年
度
も
い
き

た
？
い
。

青
年
団
子
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6
 
月 の行事予定

1 

1 

4 ~ 5 
6 

6 ・ 20 
lD 
20~22 
28 

下旬

．肱川町防災の日 ・民生委員会（保健セソター）
・人権相談（肱川町公民館） • 松山見学遠足 (4 年生）
• 高校総体漕梃大会（県予選）
・行政相談
・心配ごと相談
・農業委員会
•津島少年自然の家活動 (5 年生）
・税金等出張受入れ

• 町議会定例会
・定例部落長会（休会）

*

*

＊

*

＊

＊

 

＊
 

＊
ぉ
誕
生
お
め
で
と
う
＊

ご

ざ

い

ま

す

＊

＊
 
＊
 
*

＊

＊

＊

＊

＊

 

小

藪

西

田

幸

夫

さ

ん

二

男

政

希

ち
ゃ
ん

市

之

畦

三

瀬

哲

也

さ

ん

た

＜

ゃ

二

男

拓

也
ち
ゃ
ん

中

野

大

野

健

司

さ

ん

長
女
春
菜
ち
ゃ
ん

窓
⑮
⑮
⑮
⑮

ー

1

⑮密

⑤
ご
結
婚
お
め
で
と
う
⑤

ご
ざ
い
ま
す
⑮

⑮
 
⑤
 
⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

 

山
下
雅
英
さ
ん
（
肱
川
町
瓜
生
谷
）

二

宮

久

子

さ
ん
（
東
宇
和
郡
野
村
町
）

*
＊
*
＊
*

|
＊
 
＊
 
＊
 

＊

ご

め
い
ふ
く
を

＊
 
＊

ぉ
祈
り
い
た
し
ま
す
＊

*

＊

*

＊

*

*

 

中

居

谷

作

市

さ

ん

(90
歳）

山
脇

6月の日曜・祝日当直医 救 急 病 院

日 当 直 医 電 話

5 日 高 橋 医 ［院 44-2010 
（五十崎町本町）

（日） 郷 緒 小 児科 24 - 3936 
（西 大 沙H )

1 2 日 佐々木整形外科 43-0101 
（五十崎町上村）

（日） 村 上 医 院 24 - 2346 
（大洲市常盤町）

1 9 日 松本整形外科 44 - 5533 
（内 子町 17区）

（日） 久 保 医 院 25- 0158 
（大洲市新谷） ．

2 6 日 曽 根 医 院 44-2801 
（内子町 14区）

（日） 肱 J 11 医 院 25-2915 
（大洲市菅田）

※変更になる場合がありますので、前もって連絡してからお出

かけください。

曜 日 病 院 名 電 話

月 ・火 大洲I市 立病院 24-2151 

水 加 戸 病 院 24 - 5101 

木～日 大、洲中央病院 24 - 4551 

面
国
:
園
震
国

◎
心
配
ご
と
相
談

▽

時

間

午

後

1
時

30分

ー

4
時
3
0
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

◎行政相談
▽日時6月6日（月）
午後1時30分
ー4時30分

▽場所肱川町公民館

二階青年室

▽相談員福田保委員
※自宅相談も受け付けています。

6三四ーニ五0八

夏。 > 相
9 日-、 日

三詠火

‘月-~, ` 月-ク
日

山後 桜福 担

本藤 田田 当

相
節 徳 圭詠火

子忠 香保 員

▽
場

所

り3 り。 > > 日
1 

日 日 日 日

、月、 金 水 水 程

正， 大 森 白 中 山
場山 谷 集 石 ： 閏公 公

会
集

旦 旦 言
会 所

所 所 所 所

贔

［ 
; 
［ ： 五I 午 >？後を 時： 2 1 

盆呼
時時

晶
3030 間
分分

工/[～
4

[

◎
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

時

間

5
月
31
日
（
火
）
一
保
健
セ
ソ
タ
ー

□52-301分

◎
1

歳
6

か
月
児

•
3

歳
児
健

康
診
査

日

程

◎
幼
児
教
室

時

間

午
前
9
時
30
分

6
月
2
日
（
木
）

一保
健
セ
ン
タ
ー

一

ー
11

時
雰

◎
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
．

成
人
病
検
診

日

程

場

所

時

間

一午

□仮
11時
t
2
時

6
月
7
日
（
火
）
一
保
健
セ
ソ
タ
ー

場

所

日

程

場

所

日。
C
I四

日

場

所

時

間

社
会
保
険
出
張
年
金
相
談

6
月

14
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
日

時

◎

6
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

6
月

15
日
（
水
）

（
出
す
の
は
6
月
1
4
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

上
森
山
・
八
重
栗
・
正
山
地
区

・
見

の
越

・
月
野
尾
・
京
造
・
鹿
野
川
・

中
野
（
篠
谷
・
滝
山
）
・
岩
谷
・
予
子

林0

不
燃
物
の
出
し
方
に
つ
い
て

農
機
具
（
発
動
機
、
耕
運
機
、
脱

穀
機
等
）
電
気
器
具
（

テ
レ
ビ
、
冷
蔵

庫
、
洗
濯
機
、
掃
除
機
、
冷
暖
房
器

具
等
）
自
転
車
及
び
モ
ー
タ
ー
サ
イ

ク
ル
類
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
タ
イ
ヤ
類

は
、
不
燃
物
と
し
て
出
さ
な
い
よ
う

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎不用犬回収日

直5 > 日

日 日

水
` 火-' 
程

）瓜、 柳 郷 予

生
集 集

子 場
谷 林
集 会 会 ＾ ムこ、
会 民 所
所 所 、所 館

時3分lI0ll孟時4分O 0 2l時分lo0州時3分0 時3分1`0114分時0 0 2分l時lo0州時3分0 
時

間

◎
健
康
相
談
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